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蛍
光
ブ
ド
ウ
糖
に
関
す
る
特
許
登
録
・
許
可
の
取
得
に
つ
い
て

統
合
機
能
生
理
学
講
座　

准
教
授　

山　

田　

勝　

也

　

ブ
ド
ウ
糖
（
学
名 

Ｄ-

グ
ル
コ
ー
ス
） 

は
、
多
く

の
細
胞
の
最
も
基
本
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
中

で
も
が
ん
細
胞
は
Ｄ-

グ

ル
コ
ー
ス
要
求
性
が
高

く
、こ
の
性
質
を
利
用
し
た

が
ん
診
断
技
術
が
、
Ｐ
Ｅ

Ｔ
（positron em

ission 
tom

ography

）
と
し
て
実

用
化
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
で
は
、

Ｄ-

グ
ル
コ
ー
ス
を
放
射

性
フ
ッ
素
（
18F
）
で
標
識

し
た
誘
導
体
Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
血

液
中
に
投
与
し
ま
す
。
Ｆ

Ｄ
Ｇ
は
Ｄ-
グ
ル
コ
ー
ス

と
同
様
、
正
常
細
胞
内
に
Ｇ
Ｌ

Ｕ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
コ
ー
ス

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
を
通
過
し

て
入
り
ま
す
が
、
が
ん
は
Ｇ
Ｌ

Ｕ
Ｔ
等
の
糖
輸
送
機
構
が
多
量

に
発
現
し
て
、
正
常
細
胞
よ
り

多
く
の
Ｆ
Ｄ
Ｇ
が
細
胞
内
に
入

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
細

胞
内
の
Ｆ
Ｄ
Ｇ
は
、
リ
ン
酸
化

を
受
け
る
と
Ｇ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
を
通
過

で
き
な
く
な
り
、
細
胞
か
ら
出

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

取
り
込
み
後
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ス
キ
ャ

ナ
ー
で
全
身
を
検
索
し
て
、
放

射
能
の
強
さ
で
Ｆ
Ｄ
Ｇ
を
取
り

込
ん
だ
が
ん
の
局
在
を
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
空
間
分

解
能
が
悪
く
１
㎜
以
下
の
早
期

の
が
ん
や
薄
く
進
展
す
る
が
ん

を
検
出
す
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
ま
た
正
常
細
胞
へ
の
取
り

込
み
に
よ
り
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
不
十
分
で
境
界
判
定
に
支
障

を
来
す
場
合
や
、
炎
症
と
の
識

別
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
Ｄ-

グ
ル
コ
ー
ス

に
蛍
光
物
質
Ｎ
Ｂ
Ｄ
を
結
合
し

た
誘
導
体2-N

BD
G 

（
図
１
Ａ
）

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
１
， 

２
）。2-N

BD
G

は
Ｇ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
を

放
射
性
標
識
Ｄ-

グ
ル
コ
ー
ス

誘
導
体
と
同
様
の
キ
ネ
テ
ィ
ク

ス
で
通
過
す
る
為
（
注
３
）、
が

ん
を
細
胞
単
位
で
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、

正
常
細
胞
や
炎
症
細
胞
へ
の
取

り
込
み
と
い
う
Ｆ
Ｄ
Ｇ
と
同
様

の
短
所
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、2-N

BD
G

の
細
胞

内
へ
の
取
り
込
み
を
正
確
に
知

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自
然

界
に
存
在
せ
ず
、
Ｇ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
を

通
過
し
な
い
Ｌ-

グ
ル
コ
ー
ス

に
Ｎ
Ｂ
Ｄ
を
結
合
し
た

2-N
BD

LG

を
開
発
し
ま
し
た

（
図
１
Ｂ
， 

注
４
）。
実
際
、
細
胞

ブドウ糖 ( 学名 D-グルコース) は、多くの細胞の最も基本的なエネルギー源です。中で

もがん細胞は D-グルコース要求性が高く、この性質を利用した癌診断技術が、PET 
(positron emission tomography)として実用化しています。 

PET 検査では、D-グルコースを放射性フッ素(18F)で標識した誘導体 FDG を血液中に投

与します。FDG は D-グルコースと同様、正常細胞内に GLUT と呼ばれるグルコーストラ

ンスポーターを通過して入りますが、がんは GLUT 等の糖輸送機構が多量に発現して、正

常細胞より多くの FDG が細胞内に入ると考えられています。細胞内の FDG は、リン酸化

を受けると GLUT を通過できなくなり、細胞から出られなくなります。そこで取り込み後

に PET スキャナーで全身を検索して、放射能の強さで FDG を取り込んだがんの局在をイ

メージングすることが可能になりました。 
しかし、PET は空間分解能が悪く 1 mm 以下の早期のがんや薄く進展するがんを検出す

ることが困難です。また正常細胞への取り込みにより、コントラストが不十分で境界判定

に支障を来す場合や、炎症との識別が難しい場合があります。 
そこで、D-グルコースに蛍光物質 NBD を結合した誘導体 2-NBDG (図 1A)が注目されて

います(注 1, 2)。2-NBDG は GLUT を放射性標識 D-グルコース誘導体と同様のキネティク

スで通過する為(注 3)、がんを細胞単位でイメージングすることが可能ですが、正常細胞や

炎症細胞への取り込みという FDG と同様の短所もあります。 
そこで、2-NBDG の細胞内への取り込みを正確に知ることを目的として、自然界に存在

せず、GLUT を通過しない L-グルコースに NBD を結合した 2-NBDLG を開発しました(図
1B, 注 4)。実際、細胞に 2-NBDG と 2-NBDLG を適用し、両者の蛍光を比較することで、

GLUT を通過する立体選択的なグルコース取り込みの評価が可能です。 
この技術は、一昨年の欧州に続き、本年 1 月に日本で特許登録、米国でも分割出願が昨

年末許可され、各国移行も順調に進んでいます(注 5)。これらのやり取りから、2-NBDLG
が L-グルコースを蛍光で標識した世界で最初の分子であることもわかってきました。また

予想外にも 2-NBDLGが悪性化したがん細胞に特異的に取り込まれることが判明しました。

D-グルコースは、自然界の最も基本的で重要な炭素源で、そのイメージング技術は、がん

診断等の医療分野のみならず、微生物学分野や食品、農学を含めた広い応用範囲があり、

弘前大学発のオリジナル技術として、今後の展開が期待されます。 
 

Fig. 1  2-NBDG と 2-NBDLG の構造式 
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Fig. 1　2-NBDGと2-NBDLGの構造式

　

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日

㈮
、
ホ
テ
ル
ナ
ク
ア
シ
テ
ィ
弘

前
に
お
い
て
「
弘
前
大
学
Ｃ
Ｏ

Ｉ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ミ
ッ

ト
～
真
の
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
す
る
“
革
新
的
『
健

や
か
力
』
創
造
拠
点
”
の
形
成

に
向
け
て
～
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

本
サ
ミ
ッ
ト
は
、
文
部
科
学

省
の
「
革
新
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ 

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
）」
に
採
択
さ

れ
た
、
本
学
と
企
業
及
び
自
治

基調報告・中路研究リーダー

体
等
で
組
織
す
る
「
脳
科
学
研

究
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
の
融

合
に
よ
る
画
期
的
な
疾
患
予
兆

発
見
の
仕
組
み
構
築
と
予
防
法

の
開
発
（
略
称
：
革
新
的
「
健

や
か
力
」
創
造
拠
点
）」
を
テ
ー

マ
と
し
た
研
究
拠
点
の
活
動
を

推
進
す
る
に
あ
た
り
、
産
学
官

金
の
関
係
者
が
一
同
に
会
し
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
発
表

や
新
た
な
産
業
創
出
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
討
論
す
る
場
と

し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、一
般
市
民
も
含
め
、

約
四
百
五
十
名
が
参
加
す
る
中
、

弘
前
大
学　

佐
藤
敬
学
長
、
青

森
県　

三
村
申
吾
知
事
、
弘
前

市　

葛
西
憲
之
市
長
の
開
会
挨

拶
か
ら
始
ま
り
、
文
部
科
学
省 

土
屋
定
之
文
部
科
学
審
議
官
、

（
独
）科
学
技
術
振
興
機
構　

齊

藤
仁
志
執
行
役
に
御
挨
拶
を
賜

り
、
本
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
推
進
機

構　

中
路
重
之
副
機
構
長
（
研

究
リ
ー
ダ
ー
）
か
ら
こ
れ
ま
で

の
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
の
成
果
を
発
表

い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｃ
Ｏ
Ｉ 

Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｅ
Ａ
Ｍ
ガ
バ
ニ
ン
グ
委
員
会　

小
宮
山
宏
委
員
長
（
東
京
大
学

前
総
長
）、
Ｃ
Ｏ
Ｉ 

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ

Ａ
Ｍ
ビ
ジ
ョ
ン
１　

松
田
譲
ビ

ジ
ョ
ナ
リ
ー
リ
ー
ダ
ー
（
協
和

発
酵
キ
リ
ン
前
社
長
）、
Ｇ
Ｅ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式

来賓挨拶・土屋文部科学審議官

基調講演・小宮山委員長

医学研究科総務グループ　　　　　　　　
ＣＯＩ担当　係長　福　士　智　久

弘前大学ＣＯＩ
　イノベーション・サミット開催

平成26年度

１面：蛍光ブドウ糖に関する特許登録・許可
の取得

２面：退職・就任挨拶、医学研究科長・医学
部長寄稿

３面：各賞受賞挨拶
４面：弘前医学会例会、優秀発表賞
５～８面：特集：各賞受賞
８面：県知事懇談会、教員表彰式
９面：教員だより、院生だより、研修医だより
10面：留学だより
11面：研究室紹介
　　　　　病理生命科学講座・眼科学講座
12面：青森あずまし温泉紀行、人事異動

参考文献
1） 2-[N-（7-Nitrobenz-2-oxa-1,3-diazol-4-yl）amino]-2-

deoxy-D-glucose
2）Yamada, et al., Nature Protocols 2: 753 （2007）．
3）Yamada, et al., J. Biol. Chem. 275: 22278 （2000）．
4） 2-[N-（7-Nitrobenz-2-oxa-1,3-diazol-4-yl）amino]-2-

deoxy-L-glucose
5） Yamada, et al., WO 2010/016587. JST産学共創HP  

http://www.jst.go.jp/kyousou/

に2-N
B

D
G

と2-N
B

D
LG

を

適
用
し
、
両
者
の
蛍
光
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
Ｇ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
を
通

過
す
る
立
体
選
択
的
な
グ
ル

コ
ー
ス
取
り
込
み
の
評
価
が
可

能
で
す
。

　

こ
の
技
術
は
、
一
昨
年
の
欧

州
に
続
き
、
本
年
一
月
に
日
本

で
特
許
登
録
、
米
国
で
も
分
割

出
願
が
昨
年
末
許
可
さ
れ
、
各

国
移
行
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
（
注
５
）。
こ
れ
ら
の
や
り
取

り
か
ら
、2-N

BD
LG

が
Ｌ-

グ

ル
コ
ー
ス
を
蛍
光
で
標
識
し
た

世
界
で
最
初
の
分
子
で
あ
る
こ

と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
予
想
外
に
も2-N

BD
LG

が

悪
性
化
し
た
が
ん
細
胞
に
特
異

的
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
Ｄ-

グ
ル
コ
ー

ス
は
、
自
然
界
の
最
も
基
本
的

で
重
要
な
炭
素
源
で
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
は
、
が
ん
診

断
等
の
医
療
分
野
の
み
な
ら

ず
、
微
生
物
学
分
野
や
食
品
、

農
学
を
含
め
た
広
い
応
用
範
囲

が
あ
り
、
弘
前
大
学
発
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
技
術
と
し
て
、
今
後
の

展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

会
社　

川
上
潤
社
長
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
、
京
都
府
立
医
科
大
学
Ｃ
Ｏ

Ｉ
－
Ｔ　

奥
村
太
作
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
、
九
州
大
学
大

学
院
医
学
研
究
院
環
境
医
学
分

野　

清
原
裕
教
授
か
ら
御
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
日
経
Ｂ

Ｐ
社　

宮
田
満
特
命
編
集
委
員

が
モ
デ
レ
ー
タ
と
な
り
、
上
記

の
講
演
者
に
Ｃ
Ｏ
Ｉ 

Ｓ
Ｔ
Ｒ

Ｅ
Ａ
Ｍ
構
造
化
チ
ー
ム　

水
野

正
明
Ｃ
Ｏ
Ｉ
研
究
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
名
古
屋
大
学
医
学
部
附

属
病
院
教
授
）、
東
京
大
学　

松
島
克
守
名
誉
教
授
（（
一
般

社
団
法
人
）俯
瞰
工
学
研
究
所

代
表
）
が
加
わ
り
、
弘
前
大
学

Ｃ
Ｏ
Ｉ
拠
点
へ
の
期
待
や
今
後

目
指
す
べ
き
成
果
に
つ
い
て
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

加
え
て
、
土
屋
定
之
文
部
科

学
審
議
官
が
本
学
大
学
院
医
学

研
究
科
及
び
医
学
部
附
属
病
院

な
ど
、
当
Ｃ
Ｏ
Ｉ
拠
点
に
関
す

る
設
備
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
拠
点
で
は
研
究
成

果
を
継
続
的
に
報
告
す
る
と
と

も
に
、
社
会
実
装
へ
向
け
た
取

り
組
み
を
全
県
一
致
で
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。



医学部ウォーカー第 72 号平成 27 年 3 月 18 日

―
医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー
は

�

不
滅
で
す
―

歯
科
口
腔
外
科
学
講
座　

教
授　

木　

村　

博　

人

　

昭
和
二
十
四
年
七
月
、
青
森

市
の
寒
村
で
生
を
受
け
、
巨

人
・
大
鵬
・
卵
焼
き
で
育
っ
た

団
塊
世
代
の
最
終
ラ
ン
ナ
ー
も
、

三
月
末
日
を
以
っ
て
定
年
退
職

を
迎
え
ま
す
。
昭
和
五
十
五
年

四
月
、
附
属
病
院
歯
科
口
腔
外

科
医
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
三

十
五
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
本

学
部
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
平
成
六
年
四
月
に
は
歯

科
口
腔
外
科
学
講
座
教
授
を
拝

命
し
、
二
十
一
年
間
、
教
育
・

研
究
・
診
療
・
社
会
活
動
に
精

一
杯
働
い
て
来
ま
し
た
。
こ
の

間
、
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
こ
と
本
紙
面
を
借

り
て
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。
本
稿
執
筆
に

際
し
、
先
人
の
寄
稿
文
を
参
考

に
と
考
え
、
改
め
て
医
学
部

ウ
ォ
ー
カ
ー
に
目
を
通
し
ま
し

た
。
当
講
座
の
活
動
に
つ
い
て

は
第
四
十
六
号
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
割
愛
し
、
掲
載
記

事
の
中
か
ら
、
自
分
自
身
も
忘

れ
か
け
て
い
た
幾
つ
か
の
事
柄

を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
本
紙
は
平

成
九
年
六
月
に
創
刊
さ
れ
ま
し

た
。
小
生
は
第
九
号
か
ら
第
二

十
四
号
ま
で
約
四
年
間
編
集
委

員
に
加
わ
り
、
一
時
期
、
編
集

委
員
長
も
務
め
ま
し
た
。
平
成

十
年
一
月
に
「
医
学
部
公
開
講

座
推
進
会
議
」
の
委
員
長
に
任

命
さ
れ
、
平
成
十
～
十
三
年
度

は
毎
年
数
回
の
公
開
講
座
を
企

画
し
ま
し
た
が
、
受
講
料
を
徴

収
す
る
仕
組
み
で
し
た
の
で
、

聴
講
者
が
少
な
く
苦
労
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
成
十
四
年
か

ら
青
森
医
学
振
興
会
の
助
成
を

受
け
、
弘
前
大
学
医
学
部
「
健

康
・
医
療
講
演
会
」
と
し
て
県

内
各
地
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
第
一
回
を
鰺
ヶ
沢

町
で
開
催
し
た
所
、
町
民
で
会

場
が
埋
め
尽
く
さ
れ
、
非
常
に

感
激
し
た
も
の
で
す
。

　

一
方
、
平
成
十
一
年
九
月
か

ら
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
、
原

田
病
院
長
の
下
、
病
院
長
補
佐

を
務
め
ま
し
た
。
現
在
の
病
院

長
補
佐
体
制
の
先
駆
け
で
し
た

が
、
兼
子
副
院
長
、
新
川
病
院

長
補
佐
の
三
名
で
、
近
未
来
病

院
改
革
・
改
善
計
画
な
ど
の
諸

課
題
に
取
り
組
み
、
特
に
、
外

来
診
療
棟
の
改
修
整
備
計
画
に

関
与
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
貴

重
な
経
験
で
し
た
。
ま
た
、
平

成
十
五
年
度
開
始
の
学
士
編
入

学
制
度
の
導
入
に
際
し
て
は
、

遠
藤
医
学
部
長
の
指
示
に
よ
り
、

泉
井
教
授
、
元
村
教
授
、
奥
村

教
授
の
四
名
で
群
馬
大
学
医
学

部
を
訪
問
し
、
そ
の
後
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
も
参
画
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
と
は
別

に
本
紙
第
十
一
号
・
第
十
五
号

で
は
「
臨
床
医
学
入
門
実
習
を

振
り
返
っ
て
」
の
表
題
で
、
医

学
部
生
と
楽
し
く
懇
談
し
て
い

る
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
訳
で
尻
切
れ
ト
ン

ボ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
教
授

就
任
か
ら
国
立
大
学
法
人
化
ま

で
の
十
年
間
は
、
医
学
部
教
授

会
・
教
職
員
が
危
機
感
と
愛
校

精
神
を
共
有
し
（
第
二
十
号
：

遠
藤
学
長
談
）、
改
革
に
邁
進

し
た
時
代
で
し
た
。
若
手
の
教

職
員
の
方
々
に
は
、
本
学
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
本
紙
の
全
号

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
が
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
温
故

知
新
の
格
言
に
従
い
、
迷
っ
た

時
に
は
本
紙
を
眺
め
て
、
今
後

の
本
学
部
発
展
の
参
考
に
し
て

頂
き
た
い
と
切
に
願
う
も
の
で

す
。

教
授
就
任
に
際
し
て
の
ご
挨
拶

分
子
病
態
病
理
学
講
座　

教
授　

水　

上　

浩　

哉

　

分
子
病
態
病
理
学
講
座
の
水

上
と
申
し
ま
す
。
昨
年
の
十
一

月
一
日
に
分
子
病
態
病
理
学
講

座
の
教
授
を
拝
命
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研

究
生
活
、
ま
た
今
回
の
教
授
選

に
際
し
て
は
多
く
の
方
々
か
ら

ご
支
援
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
の
出
身
は
山
梨
県
で
す
。

平
成
八
年
に
本
学
医
学
部
を
卒

業
し
ま
し
た
。
米
国
Ｎ
Ｉ
Ｈ
に

留
学
し
て
い
た
三
年
間
を
除
い

て
弘
前
も
早
や
二
十
三
年
目
と

な
り
ま
し
た
。
山
梨
で
は
雪
は

め
っ
た
に
積
も
ら
な
い
た
め
、

当
初
は
戸
惑
い
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
現
在
は
雪
こ
そ
弘
前

の
冬
と
い
う
境
地
に
少
し
だ
け

達
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

学
部
を
卒
業
後
、
第
二
外
科

（
現
消
化
器
外
科
学
講
座
）
の

今
充
教
授
（
現
名
誉
教
授
）
の

門
を
叩
き
ま
し
た
。
当
時
は
消

化
器
外
科
医
に
な
っ
て
地
域
医

療
を
行
う
こ
と
以
外
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
い
で
に

い
う
と
十
年
た
っ
た
ら
山
梨
に

戻
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
、
消
化
器
外
科
医
と

し
て
フ
ル
に
働
い
た
の
は
一
年

間
だ
け
で
し
た
。
た
だ
、
短
い

期
間
で
し
た
が
そ
の
間
に
医
師

（
ヒ
ト
）
と
し
て
の
基
本
を
教

え
込
ま
れ
、
非
常
に
有
意
義
な

経
験
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
学
院
で
八
木

橋
操
六
教
授
（
現
特
任
教
授
）

の
病
理
学
第
一
講
座
を
専
攻
し

ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
糖
尿
病

に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
、
と
い

う
の
は
全
く
の
嘘
で
、
外
科
な

ら
ば
病
理
を
や
っ
て
お
く
こ
と

は
将
来
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
く

ら
い
の
理
由
で
し
た
。
当
初

は
、
臨
床
が
恋
し
く
、
研
究
を

熱
心
に
や
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
自

分
で
仮
説
を
立
て
、
実
験
を
行

い
、
結
果
を
出
す
プ
ロ
セ
ス
は

辛
く
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
な

ぜ
か
私
を
非
常
に
魅
了
し
ま
し

た
。
当
時
の
結
果
が
出
た
時
の

と
き
め
き
を
未
だ
引
き
ず
り
な

が
ら
研
究
生
活
を
続
け
て
お
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
十
年
で
山

梨
に
戻
る
と
い
う
当
初
の
考
え

は
反
故
に
さ
れ
、
今
も
弘
前
で

暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、当
講
座
は
医
師
三
名
、

院
生
一
名
、
留
学
生
一
名
と
い

う
小
布
陣
で
業
務
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
前
教
授
が
退
任
さ
れ

た
と
き
に
、
准
教
授
も
退
官
さ

れ
、
人
数
的
に
は
一
見
不
利
が

生
じ
た
よ
う
に
み
え
ま
す
。

が
、
残
さ
れ
た
教
室
員
は
よ
う

や
く
自
分
た
ち
の
時
代
が
来
た

と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
精
力
的

に
仕
事
を
こ
な
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
う
れ
し
い
誤
算

で
あ
り
、
私
も
教
室
員
の
情
熱

に
負
け
ぬ
よ
う
気
を
引
き
締
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
授
と
な
り
、
学
生
と
の
つ

き
あ
い
が
以
前
に
比
べ
大
幅
に

増
え
ま
し
た
。
学
生
達
か
ら
教

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
毎
日

新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
病

理
学
と
は
基
礎
と
臨
床
を
つ
な

ぐ
学
問
で
す
。
で
き
る
限
り
学

生
た
ち
が
円
滑
に
臨
床
へ
進
め

る
よ
う
、
そ
の
基
礎
を
丸
暗
記

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
思
考
が

必
要
と
な
る
授
業
を
展
開
し
て

　

私
の
社
会
医
学
講
座
に
も
こ

の
十
年
ほ
ど
ク
リ
ニ
カ
ル
ク

ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
の
六
年
生
の
学

生
が
勉
強
に
来
て
い
る
。
時
期

も
合
う
の
で
、
岩
木
健
康
増
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

　

そ
の
期
間
（
四
月
～
七
月
）

に
必
ず
一
度
、
一
泊
二
日
で
深

浦
町
北
金
ケ
沢
の
関
診
療
所
に

お
世
話
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の

所
長
が
柳
善
佑
先
生
で
あ
っ

た
。
大
阪
府
和
泉
市
立
病
院
の

外
科
・
救
急
部
長
を
辞
し
、
深

浦
町
の
関
診
療
所
長
と
し
て
赴

任
し
た
“
サ
ン
ダ
ル
先
生
”
で

あ
る
。
僻
地
医
療
が
長
年
の
夢

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
と

柳
善
佑
先
生

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

医
学
研
究
科
長　

中　

路　

重　

之

で
、
と
く
に
離
島
で
の
勤
務
を

望
ん
で
お
ら
れ
た
が
、
青
森
県

の
医
師
募
集
記
事
を
読
ん
で
応

募
し
た
。

　

初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
十

年
以
上
も
前
に
な
る
。
地
域

（
僻
地
）
医
療
を
学
生
に
も
体

験
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
折
、

関
診
療
所
に
大
阪
か
ら
破
天
荒

な
先
生
が
来
た
と
い
う
噂
を
聞

い
た
。
聞
け
ば
、白
衣
は
嫌
い
、

裸
足
に
サ
ン
ダ
ル
、
分
か
ら
な

い
こ
と
は
患
者
の
前
で
も
研
修

医
の
前
で
も
平
気
で
本
を
開
く
。

し
か
も
タ
バ
コ
を
堂
々
と
吸
う

ら
し
い
。
と
に
か
く
ま
っ
た
く

恰
好
を
気
に
し
な
い
と
。

　

興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
私
は
、

学
生
を
ぜ
ひ
受
け
入
れ
て
も
ら

い
た
い
と
の
一
心
か
ら
、
あ
る

日
、
二
箱
分
の
ケ
ー
キ
と
ま
ん

じ
ゅ
う
を
持
参
し
て
深
浦
に
駆

け
付
け
た
。

　

実
際
に
お
会
い
し
た
柳
先
生

は
、
甘
党
と
は
か
け
離
れ
た

“
硬
派
”
の
風
貌
で
あ
っ
た
。

大
柄
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
体
格

に
、
タ
バ
コ
を
く
ゆ
ら
せ
な
が

ら
大
阪
の
言
葉
を
隠
そ
う
と
も

せ
ず
、
私
に
ま
ず
聞
い
て
き
た

の
が
「
先
生
、
津
軽
は
ど
う
し
て

め
ま
い
が
多
い
ん
で
す
か
？
」。

あ
ま
り
の
唐
突
な
難
題
に
窮
し

た
。
今
思
え
ば
、
こ
う
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
柳
先
生
は
大
阪

の
都
会
の
外
科
医
・
救
急
医
と

し
て
辣
腕
を
振
る
っ
て
お
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
、
高
齢
者
と
は

接
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。（
関
診
療
所
を
多

く
受
診
す
る
）
高
齢
者
に
は
驚

く
程
“
め
ま
い
”
が
多
い
。
私

た
ち
に
は
普
通
の
こ
と
が
柳
先

生
に
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
柳
先
生
の
疑
問
が
生

じ
た
の
で
あ
る
。

　

柳
先
生
は
学
生
の
受
け
入
れ

を
快
諾
さ
れ
た
。
学
生
は
関
診

療
所
で
の
診
療
を
見
学
し
、
二

日
目
に
は
必
ず
訪
問
診
療
に
帯

同
す
る
。
帰
っ
て
き
た
学
生
た

ち
の
話
は
一
様
で
あ
る
。“
感

激
し
た
”“
勉
強
に
な
っ
た
”

と
。
そ
の
目
つ
き
か
ら
お
世
辞

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る

ら
し
い
。
奥
様
の
手
に
よ
る
、

食
べ
き
れ
な
い
く
ら
い
の
歓
迎

の
夕
食
。
そ
し
て
そ
こ
で
行
わ

れ
る
反
省
会
や
人
生
相
談
。
そ

し
て
何
よ
り
も
惹
か
れ
る
の
が

柳
先
生
の
実
直
で
飾
ら
ず
、
そ

し
て
気
合
の
こ
も
っ
た
人
柄
で

あ
る
。
怒
る
と
き
は
一
直
線
で

あ
る
。

　

八
年
く
ら
い
前
、
弘
前
大
学

で
ち
ょ
っ
と
し
た
講
演
を
お
願

い
し
た
。
口
下
手
だ
か
ら
と
辞

退
す
る
先
生
を
、
筆
者
と
の
対

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
当
講
座
で
は
、
私
を
中

心
と
し
た
糖
尿
病
の
病
理
学
的

研
究
、
助
教
の
佐
藤
を
中
心
と

し
た
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
発
症
機

序
に
関
す
る
研
究
、
助
手
の
板

橋
を
中
心
と
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
に
よ

る
病
理
組
織
標
本
か
ら
の
微
生

物
の
同
定
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
少
な
い
人

員
で
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
体
制
は
整
い
つ
つ
あ
り
ま

す
。
学
内
外
と
の
研
究
協
力
を

基
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
世
界

に
発
信
で
き
る
よ
う
な
業
績
を

一
丸
と
な
っ
て
あ
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ご
指
導
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

談
形
式
で
と
説
得
し
た
。
そ
の

口
下
手
（
？
）
な
柳
先
生
が
当

日
最
後
に
大
き
な
声
で
持
論
を

展
開
さ
れ
た
。
そ
れ
は
こ
う
で

あ
る
。
母
校
の
大
阪
の
大
学
か

ら
学
生
実
習
を
受
け
入
れ
て
い

る
が
、
学
生
に
対
し
て
は
い
つ

も
「
愛
情
を
持
っ
て
真
剣
に
教

え
、
そ
し
て
怒
る
」
ら
し
い
。

そ
う
し
な
い
と
学
生
が
ま
っ
す

ぐ
に
育
た
な
い
と
。
そ
の
眼
差

し
の
真
剣
さ
に
打
た
れ
た
。

　

そ
の
柳
先
生
が
三
年
前
肺
が

ん
を
宣
告
さ
れ
た
。
余
命
は
半

年
と
。
結
局
三
年
後
の
昨
年
八

月
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

　

が
ん
宣
告
か
ら
し
ば
ら
く
し

て
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

私
が
予
想
し
た
通
り
柳
先
生
は

淡
々
と
自
分
の
病
状
を
話
さ
れ

た
。
ま
る
で
他
人
事
で
あ
る
。

「
す
ご
い
」
と
思
っ
た
。
も
っ
と

驚
い
た
の
は
、
病
状
が
進
行
し

て
声
も
聞
き
取
れ
づ
ら
く
な
っ

て
い
た
昨
年
の
正
月
に
も
診
療

所
の
当
直
を
さ
れ
た
と
聞
い
た

時
で
あ
る
。並
大
抵
で
は
な
い
。

　

柳
先
生
は
無
類
の
ラ
グ
ビ
ー

好
き
で
あ
り
、
と
く
に
神
戸
製

鋼
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
る
。
た
だ

し
、
好
き
な
選
手
に
は
共
通
す

る
も
の
が
あ
る
。“
一
見
、
目

立
た
ず
、
ど
ん
く
さ
い
”“
実

直
で
献
身
的
”
な
選
手
で
あ
る
。

そ
こ
に
柳
先
生
の
人
間
へ
の
理

想
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

高
倉
健
が
理
想
と
言
い
、
苦

し
い
と
き
は
「
高
倉
健
な
ら
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
だ
ろ
う
」

と
考
え
る
ら
し
い
。「
い
や
い

や
、
先
生
の
思
い
描
く
高
倉
健

は
映
画
の
中
の
人
だ
し
」
と
突
っ

込
み
た
い
く
ら
い
、
い
つ
お
会

い
し
て
も
単
純
で
ま
っ
す
ぐ
な

ご
様
子
で
あ
っ
た
。
シ
ン
プ
ル

と
は
複
雑
の
行
き
着
く
と
こ
ろ

な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

青
森
県
に
こ
の
よ
う
な
先
生

が
来
ら
れ
た
こ
と
を
、
弘
前
大

学
の
一
員
と
し
て
も
感
謝
し
た

い
。

 

定
年
退
職
に
あ
た
っ
て
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平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十

八
、
二
十
九
日
長
崎
で
開
催
さ

れ
た
第
三
十
回
日
本
糖
尿
病
妊

娠
学
会
に
お
い
て
「
当
院
に
お

け
る
妊
娠
糖
尿
病
妊
婦
の
長
期

予
後
調
査
」
と
い
う
演
題
で
、

学
会
長
安
日
一
郎
先
生
よ
り
学

会
長
特
別
賞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

妊
娠
糖
尿
病（
以
下
Ｇ
Ｄ
Ｍ
）

は
、
二
〇
一
〇
年
の
新
診
断
基

準
導
入
に
よ
り
大
き
な
転
機
を

迎
え
ま
し
た
。
75
ｇ
糖
負
荷
試

験
１
点
陽
性
例
で
あ
っ
て
も
Ｇ

Ｄ
Ｍ
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
患
者
は
一
気
に
四
倍
に
増

え
ま
し
た
。
こ
の
１
点
陽
性
例

で
あ
っ
て
も
イ
ン
ス
リ
ン
導
入

率
は
二
点
以
上
陽
性
例
と
変
わ

ら
ず
、
さ
ら
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｍ
患
者

の
20
％
が
五
年
後
に
は
２
型
糖

尿
病
（
以
下
２
型
Ｄ
Ｍ
）
へ
移

行
し
て
い
た
と
い
う
驚
く
べ
き

事
実
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
は
こ
の
事
実
を
受
け
、

日
本
一
の
短
命
県
で
あ
り
生
活

習
慣
病
関
連
死
の
多
い
本
県
に

お
い
て
Ｇ
Ｄ
Ｍ
既
往
女
性
の
長

期
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
は
、
本
県
女
性
の
健
康
寿

命
改
善
に
繫
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ま
ず
当
院
の
Ｇ
Ｄ
Ｍ

既
往
妊
婦
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
回
答

が
得
ら
れ
た
八
十
四
名
中
四
名

が
既
に
２
型
Ｄ
Ｍ
へ
移
行
（
全

て
一
点
陽
性
）
し
て
お
り
、
し

か
も
そ
の
平
均
移
行
年
数
が
わ

ず
か
二
年
と
い
う
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
約
四
割
が

産
後
全
く
健
診
を
受
け
て
お
ら

ず
、
そ
の
中
に
２
型
Ｄ
Ｍ
移
行

者
や
生
活
習
慣
病
患
者
が
い
る

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
と
い

う
結
果
で
し
た
。

　

ま
た
Ｇ
Ｄ
Ｍ
既
往
妊
婦
に
対

す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外
来
も

開
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

産
後
の
糖
負
荷
試
験
の
結
果
が

Ｄ
Ｍ
型
の
患
者
は
内
科
の
先
生

に
フ
ォ
ロ
ー
頂
く
こ
と
と
し
、

境
界
型
と
正
常
型
患
者
に
つ
い

て
は
当
科
で
定
期
的
に
健
康
管

理
を
行
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。
Ｇ
Ｄ
Ｍ
の
長
期
フ
ォ
ロ
ー

の
重
要
性
に
つ
い
て
分
娩
前
よ

り
十
分
に
説
明
し
、
ま
た
再
来

予
定
日
前
に
は
予
約
確
認
票
を

送
付
す
る
な
ど
し
て
、
可
能
な

限
り
脱
落
者
を
出
さ
ぬ
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
は
内
科
の

先
生
に
も
ご
指
導

頂
き
な
が
ら
、
本

方
式
を
生
活
習
慣

病
発
症
予
防
や
早

期
介
入
の
一
助
と

し
、
少
し
で
も
本

県
の
健
康
寿
命
改

善
に
貢
献
で
き
る

よ
う
精
進
し
て
参

る
所
存
で
す
の
で

ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
四
年
九
月
二
十
七
・

二
十
八
日
に
大
阪
府
豊
中
市
千

里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、
第
十
四

回
日
本M

en
s̓ H

ealth

医
学
会

で
会
長
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
受
賞
し
た
演
題
は
、「
弘

前
市
岩
木
町
に
お
け
る
加
齢
男

性
性
腺
機
能
低
下
症
候
群
の
実

態
調
査
」
で
す
。
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
健
康
長
寿
を
目
指

す
抗
加
齢
医
学
（
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
）
の
重
要
性
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
加
齢
男
性
性
腺

機
能
低
下
症
候
群
（late-onset 

hypogonadism

、
Ｌ
Ｏ
Ｈ
症

候
群
）
は
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の

欠
乏
に
よ
る
諸
症
状
か
ら
な
り

ま
す
が
、
発
症
時
期
が
一
定
せ

ず
、
疫
学
的
実
態
が
不
明
な
点

が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｌ

Ｏ
Ｈ
症
候
群
診
断
の
た
め
の
質

問
紙
に
は
、A

ging M
ales' 

Sym
ptom

（
Ａ
Ｍ
Ｓ
）
ス
コ
ア

が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

総
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
（
Ｔ
Ｔ
）

と
必
ず
し
も
相
関
せ
ず
、フ
リ
ー

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
（
Ｆ
Ｔ
）
と

の
相
関
に
関
す
る
報
告
も
ま
だ

十
分
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
一

般
住
民
レ
ベ
ル
で
の
Ｌ
Ｏ
Ｈ
症

候
群
の
有
病
率
や
年
齢
分
布
な

　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
五

日
に
第
二
百
五
十
回
日
本
泌
尿

器
科
学
会
東
北

地
方
会
が
盛
岡

市
で
開
催
さ

れ
、
優
秀
演
題

賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
大

変
光
栄
に
存
じ

ま
す
。
と
て
も

自
分
自
身
の
力

だ
け
で
は
受
賞

で
き
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

受
賞
に
あ
た
り

ご
指
導
い
た
だ

い
た
諸
先
生
方

に
は
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

二
〇
一
四
年
十
月
十
日
よ
り

岩
手
医
科
大
学
で
行
わ
れ
た
第

八
回
東
北
糖
鎖
研
究
会
に
お
い

て
「
ラ
ミ
ニ
ン
結
合
O
型
糖
鎖

の
減
少
は
前
立
腺
癌
細
胞
の
上

皮
間
葉
移
行
を
促
進
し
、
浸
潤

授賞式での一枚　学会長安日一郎先生と共に

ど
に
関
す
る
情
報

は
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
以
上
か

ら
、
本
研
究
で
は

一
般
住
民
を
対
象

に
し
た
健
診
で
あ

る
岩
木
町
健
康
増

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
Ｌ
Ｏ
Ｈ
症
候

群
に
関
す
る
実
態

調
査
を
行
い
ま
し

た
。
対
象
は
二
〇
〇
六
年
四
月

に
岩
木
町
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
た
男
性
二
百
五

十
七
人
で
す
。
Ｔ
Ｔ
、
Ｆ
Ｔ
、

dehydroepiandrosterone-
sulfate 

（D
H

EA
-S

）
を
測
定

し
、
Ａ
Ｍ
Ｓ
ス
コ
ア
と
比
較
検

討
い
た
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｓ
ス

コ
ア
の
結
果
か
ら
、
対
象
者
の

　

受
賞
し
た
演
題
は
「
左
交
叉

性
精
巣
転
位
の
一
例
」
で
し

能
を
亢
進
さ
せ

る
」
と
い
う
演
題

で
み
ち
の
く
糖
鎖

ポ
ス
タ
ー
賞
を
受

賞
い
た
し
ま
し
た

の
で
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

私
は
、
細
胞
の

身
分
証
明
書
と
も

い
わ
れ
、
ポ
ス
ト

ゲ
ノ
ム
研
究
の
柱

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
糖
鎖
の

機
能
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
、
私
た
ち
は
前

立
腺
癌
の
被
膜
外
浸
潤
に
重
要

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
神
経
周

囲
浸
潤
に
焦
点
を
当
て
、
前
立

66
・
5
％
が
軽
症
以
上
の
Ｌ
Ｏ

Ｈ
症
候
群
の
訴
え
を
有
し
て
お

り
、
ま
た
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
補

充
療
法
適
応
の
基
準
値
で
あ

る
、
Ｆ
Ｔ
が8.5 pg/m

L

以
下

の
人
数
は
六
十
二
人
（
24
・

１
％
）で
し
た
。
年
齢
、Ｆ
Ｔ
、

Ｔ
Ｔ
、D

H
EA

-S

とA
M

S

ス
コ

ア
と
の
相
関
を
検
討
す
る
と
、

年
齢 

（p<0.001

）
お
よ
び

D
H

EA
-S

（p=0.004

）
の
み
が

有
意
で
し
た
。
以
上
か
ら
、
Ａ

Ｍ
Ｓ
ス
コ
ア
は
Ｔ
Ｔ
な
ら
び
Ｆ

Ｔ
と
は
相
関
せ
ず
、D

H
EA

-S

と
相
関
し
、
Ｌ
Ｏ
Ｈ
症
候
群
の

病
因
の
複
雑
さ
が
伺
わ
れ
た
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
中
路
教
授
、
大
山
教
授
は
じ

め
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
多
く

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
岩
木
町
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
短
命
県
返
上
の
切

り
札
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。

た
。
通
常
精
巣
は
左
右
そ
れ
ぞ

れ
の
鼠
径
管
を
通
っ
た
後
に
そ

れ
ぞ
れ
の
陰
嚢
内
に
下
降
し
ま

す
。
交
叉
性
精
巣
転
位
と
は

M
uller

管
遺
残
症
候
群
な
ど
が

原
因
で
、
精
巣
が
腹
腔
内
で
正

中
を
越
え
て
対
側
に
至
り
、
対

側
の
鼠
径
管
を
通
っ
て
下
降

し
、
一
つ
の
陰
嚢
内
に
二
つ
の

精
巣
が
存
在
す
る
状
態
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
回

の
症
例
で
は
、
同
側
の
鼠
径
管

を
通
っ
た
後
に
対
側
の
陰
嚢
内

に
下
降
し
た
非
典
型
的
な
交
叉

性
精
巣
転
位
の
一
例
で
し
た
。

交
叉
性
精
巣
転
位
は
本
邦
で
は

約
百
二
十
例
、
欧
米
で
は
約
二

百
例
の
報
告
が
あ
り
、
発
表
に

あ
た
り
全
て
の
症
例
の
文
献
的

検
索
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
よ
う
な
非
典
型
的
な
報
告
は

一
例
も
な
く
、
本
邦
・
諸
外
国

に
お
い
て
第
一
例
目
の
報
告
と

思
わ
れ
ま
す
。
貴
重
な
症
例
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
是
非

case report

と
し
て
ま
と
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
今
回
の
症
例
は
、
自
分

が
他
院
に
勤
務
し
て
い
た
と
き

に
初
診
で
診
て
お
り
、
当
初
は

交
叉
性
精
巣
転
位
と
い
う
疾
患

を
知
ら
ず
、
特
に
自
覚
症
状
を

認
め
な
か
っ
た
た
め
経
過
観
察

と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
妊
孕

性
の
低
下
や
精
巣
悪
性
腫
瘍
の

発
生
と
の
関
連
も
報
告
さ
れ
て

お
り
、
改
め
て
自
分
の
勉
強
不

足
さ
に
反
省
す
る
ば
か
り
で

す
。

　

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
大

山
力
教
授
は
じ
め
、
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
諸
先
生
方
に
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
臨
床

で
の
疑
問
に
向
か
い
合
い
、

様
々
な
角
度
か
ら
解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
研

究
の
面
で
も
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

腺
癌
細
胞
の
ラ
ミ
ニ
ン
受
容
体

の
発
現
調
節
が
神
経
周
囲
浸
潤

能
に
関
与
す
る
こ
と
を
発
表
い

た
し
ま
し
た
。
前
立
腺
癌
の
浸

潤
転
移
を
抑
制
す
る
ラ
ミ
ニ
ン

結
合
O
型
糖
鎖
が
減
少
し
た
前

立
腺
癌
細
胞
は
上
皮
間
葉
移
行

が
起
こ
り
、
浸
潤
能
を
亢
進
さ

せ
る
も
う
一
つ
の
ラ
ミ
ニ
ン
受

容
体
で
あ
るintegrin α6

の
発

現
が
亢
進
し
、
神
経
周
膜
細
胞

が
分
泌
す
るSD

F-1

に
よ
り
前

立
腺
周
囲
の
神
経
束
へ
遊
走
し

た
前
立
腺
癌
細
胞
が
、

integrin α6

を
介
し
て
神
経
周

膜
細
胞
へ
接
着
し
、
神
経
周
囲

へ
浸
潤
転
移
し
や
す
く
な
る
と

い
う
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一

端
を
解
明
し
ま
し
た
。

　

東
北
糖
鎖
研
究
会
は
、
東
北

地
方
の
糖
鎖
科
学
の
振
興
と
若

手
糖
鎖
研
究
者
の
育
成
を
目
的

に
二
〇
〇
七
年
に
設
立
さ
れ
、

東
北
地
方
の
糖
鎖
化
学
と
糖
鎖

生
物
学
の
研
究
者
が
一
同
に
会

し
て
討
議
す
る
場
で
あ
り
、
毎

年
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
が
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
私

達
の
研
究
が
評
価
さ
れ
、
み
ち

の
く
ポ
ス
タ
ー
賞
を
獲
得
で
き

た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
、
今
回
の
受
賞
を
励
み

に
、
弘
前
大
学
の
糖
鎖
研
究
を

よ
り
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
る
た

め
に
、
粛
々
と
研
究
を
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
本
研
究
の

ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
泌
尿
器

科
学
講
座
の
大
山 

力
教
授
、

Sanford Burnham
 M

edical 
Research Institute

の
福
田
穰

教
授
、
他
様
々
な
面
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
頂
い
た
教
室
の
皆
様
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
引
き

続
き
ご
指
導
賜
り
た
く
存
じ
ま

す
。

周
産
母
子
セ
ン
タ
ー　

石　

原　

佳　

奈

第
30
回
日
本
糖
尿
病
妊
娠
学
会
年
次
学
術
集
会

学
会
長
特
別
賞
を
受
賞
し
て

泌
尿
器
科
学
講
座　

助
教　

今　

井　
　
　

篤

第
14
回
日
本M

en ,s H
ealth

医
学
会

医
学
会
会
長
賞
受
賞

先
進
移
植
再
生
医
学
講
座 　

助
教　

米　

山　
　
　

徹

第
８
回
東
北
糖
鎖
研
究
会

み
ち
の
く
糖
鎖
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
し
て

泌
尿
器
科　

助
手　

藤　

田　

尚　

紀

第
250
回
日
本
泌
尿
器
科
学
会
東
北
地
方
会

優
秀
演
題
賞
を
受
賞
し
て
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昨
年
十
二
月
六
日
に
仙
台
国

際
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
百

五
十
九
回
日
本
循
環
器
学
会
東

北
地
方
会
の
Ｙ
Ｉ
Ａ
症
例
発
表

部
門
に
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
着
用
型

自
動
除
細
動
器
が
有
用
で
あ
っ

た
心
筋
梗
塞
・
心
不
全
の
１

例
」
で
す
。
着
用
型
自
動
除
細

動
器（
Ｗ
Ｃ
Ｄ
）は
心
室
頻
拍
・

心
室
細
動
に
よ
る
心
臓
突
然
死

の
リ
ス
ク
が
高
い
患
者
に
使
用

さ
れ
る
着
用
型
の
自
動
除
細
動

器
で
あ
り
、
本
邦
で
は
昨
年
四

月
よ
り
使
用
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
急
性
心
筋
梗
塞（
Ａ
Ｍ
Ｉ
）

患
者
に
お
い
て
、
左
室
駆
出
率

（
Ｅ
Ｆ
30
％
）
以
下
の
低
心
機

能
例
が
発
症
か
ら
一
カ
月
以
内

に
突
然
死
す
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
原
因
と
し
て
致
死
的
不
整

脈
に
よ
る
死
亡
が
多
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

Ａ
Ｍ
Ｉ
発
症
後
早
期
に
植
込
み

型
除
細
動
器
（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
）
を
植

え
込
ん
で
も
生
命
予
後
の
改
善

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
既
に
示

さ
れ
て
お
り
、
有
効
な
突
然
死

予
防
法
の
確
立
が
急
が
れ
て
い

ま
す
。
今
回
我
々
は
突
然
死
の

予
防
戦
略
が
未
だ
確
立
さ
れ
て

い
な
い
Ａ
Ｍ
Ｉ
発
症
後
早
期
の

低
心
機
能
例
（
Ｅ
Ｆ
28
％
）
に

対
し
、
再
灌
流
治
療
を
行
っ
た

後
、
突
然
死
一
次
予
防
と
し
て

Ｗ
Ｃ
Ｄ
を
着
用
し
、
そ
の
有
用

性
を
検
証
し
ま
し
た
。
Ｗ
Ｃ
Ｄ

着
用
十
日
後
（
Ａ
Ｍ
Ｉ
発
症
か

ら
十
九
日
後
）、
夜
間

に
持
続
性
心
室
頻
拍
を

発
症
し
シ
ョ
ッ
ク
状
態

と
な
り
ま
し
た
が
、
Ｗ

Ｃ
Ｄ
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク

治
療
が
な
さ
れ
、
救
命

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
（
本
邦
で
の
Ｗ
Ｃ
Ｄ

初
回
作
動
例
）。
Ｗ
Ｃ

Ｄ
に
は
意
識
が
保
た
れ

て
い
る
場
合
に
は
患
者

自
身
が
不
要
な
シ
ョ
ッ

ク
治
療
を
自
ら
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
る
機
能

が
あ
り
従
来
の
除
細
動

器
と
大
き
く
異
な
っ
た

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
い

わ
ば
患
者
主
導
の
突
然

死
予
防
と
も
言
え
ま

す
。
今
後
は
突
然
死
予

防
の
み
な
ら
ず
、
治
療

適
応
の
よ
り
確
実
な
選

別
が
可
能
と
な
り
、
過

剰
な
医
療
機
器
（
デ
バ

イ
ス
）
植
込
み
の
抑

制
、
入
院
期
間
の
短
縮

弘
前
医
学
会
例
会
開
催
報
告

弘
前
医
学
会
庶
務
幹
事　

若　

林　

孝　

一

（
脳
神
経
病
理
学
講
座　

教
授
）

第152回

弘
前
医
学
会
例
会

優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
て

神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学
講
座　

助
教　

浅　

野　

義　

哉

　

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
三

日
㈮
午
後
一
時
か
ら
弘
前
大
学

医
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
百
五

十
二
回
弘
前
医
学
会
例
会
が
開

催
さ
れ
、
一
般
演
題
、
例
会
講

座
お
よ
び
医
学
部
学
術
賞
受
賞

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
九
十
セ
ン
チ
を
超
え

る
積
雪
に
も
関
わ
ら
ず
、
八
十

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
演
題
は
十
一
題
あ
り
、
上

野
伸
哉
先
生
、
樋
口
毅
先
生
、

佐
藤
温
先
生
の
座
長
の
も
と
、

い
ず
れ
も
活
発
な
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
一
般
演

題
か
ら
優
秀

発
表
賞
を
選

ぶ
こ
と
が
恒

例
に
な
っ
て

お
り
、
一
般

演
題
終
了

後
、
上
野
伸

哉
教
授
を
選

考
委
員
長
と

す
る
五
名
の

審
査
員
に
よ

る
選
考
委
員

会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査

に
よ
り
、「
細

胞
集
積
法
に

よ
る
三
次
元

人
工
腹
膜
モ

デ
ル
の
開

発
」
と
題
す
る
口
演
を
行
っ
た

神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学
講
座

の
浅
野
義
哉
先
生
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
授
賞
式

が
行
わ
れ
、
選
考
委
員
長
か
ら

選
考
経
過
の
報
告
の
後
、
中
路

医
学
研
究
科
長
・
弘
前
医
学
会

会
長
よ
り
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
今
回
の
例
会
で
は
、

例
会
講
座
と
し
て
「
子
宮
内
膜

症
に
お
け
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
機
能

発
現
異
常
と
そ
の
対
策
」
と
題

し
附
属
病
院
産
科
婦
人
科
の
福

井
淳
史
講
師
か
ら
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｋ
細
胞
に

着
目
し
た
子
宮
内
膜
症
の
発

症
、
病
巣
進
展
に
関
す
る
独
創

的
な
研
究
は
、
本
症
の
新
た
な

治
療
法
開
発
を
期
待
さ
せ
る
内

容
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
十
九
回
弘
前
大

学
医
学
部
学
術
賞
受
賞
記
念
講

演
が
行
わ
れ
、
学
術
奨
励
賞
お

よ
び
学
術
特
別
賞
の
受
賞
者
が

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
学
術
奨

励
賞
は
、
松
田
尚
也
先
生
（
附

属
病
院
脳
神
経
外
科
）
に
よ
る

「
く
も
膜
下
出
血
後
脳
血
管
攣

縮
に
お
け
る
、
酸
化
Ｌ
Ｄ
Ｌ
と

レ
ク
チ
ン
様
酸
化
Ｌ
Ｄ
Ｌ
受
容

体
の
役
割
」
お
よ
び
鎌
田
耕
輔

先
生（
分
子
病
態
学
講
座
、現
：

大
館
市
立
総
合
病
院
消
化
器
・

血
液
・
腫
瘍
内
科
）
に
よ
る
「
ヒ

ト
２
型
糖
尿
病
に
お
け
る
膵
島

ア
ミ
ロ
イ
ド
沈
着
は
膵
島
炎
症

を
惹
起
し
、
β
細
胞
容
積
を
低

下
さ
せ
る
」
の
二
題
で
し
た
。

学
術
特
別
賞
は
、
福
井
淳
史
先

生
（
附
属
病
院
産
科
婦
人
科
） 

に
よ
る
「
妊
娠
の
成
立
と
維
持

に
お
け
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
機
能
分

担
と
機
能
発
現
」
お
よ
び
嶋
村

則
人
先
生
（
脳
神
経
外
科
学
講

座
） 

に
よ
る
「
脳
卒
中
診
療
に

対
す
る
基
礎
研
究
か
ら
臨
床
研

究
ま
で
の
包
括
的
取
り
組
み
」

の
二
題
で
し
た
。
受
賞
さ
れ
た

四
名
の
発
表
は
、
医
学
研
究
科

に
お
け
る
研
究
の
牽
引
役
と
し

て
大
い
に
期
待
さ
れ
る
感
銘
深

い
内
容
で
し
た
。

　

な
お
、
今
後
の
弘
前
医
学
会

の
予
定
で
す
が
、
第
九
十
九
回

弘
前
医
学
会
総
会
が
平
成

二
十
七
年
六
月
十
三
日
㈯
に
大

館
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
平
成
二
十
八
年
六
月
十
八
日

㈯
、
十
九
日
㈰
に
は
記
念
す
べ

き
第
百
回
の
弘
前
医
学
会
総
会

が
弘
前
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
第
百
五
十
二
回

弘
前
医
学
会
例
会
に
て
優
秀
発

表
賞
を
頂
き
、
関
係
者
の
皆
様

に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
回
は
、
培
養
細
胞
に
よ

る
人
工
三
次
元
ヒ
ト
腹
膜
モ
デ

ル
の
作
製
に
つ
い
て
発
表
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
研
究
で

用
い
て
い
る
細
胞
集
積
法
は
、

大
阪
大
学
工
学
部
に
お
い
て
開

発
さ
れ
た
、
培
養
細
胞
へ
の
細

胞
外
マ
ト
リ
ク
ス
薄
膜
層
形
成

に
よ
る
三
次
元
組
織
構
築
技
術

で
す
。
本
手
法
で
は
、
多
様
な

ヒ
ト
培
養
細
胞
を
積
層
・
組
織

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
体
組

織
階
層
構
造
を
模
し
た
人
工
ヒ

ト
組
織
の
構
築
が
可
能
で
す
。

今
回
作
製
し
た
ヒ
ト
腹
膜
モ
デ

ル
は
、
血
管
網
及
び
リ
ン
パ
管

網
を
含
む
結
合
組
織
様
構
造
に

中
皮
細
胞
シ
ー
ト
を
組
み
合
わ

せ
た
三
次
元
組
織
で
す
。
本
モ

デ
ル
で
は
、
中
皮
、
血
管
お
よ

び
リ
ン
パ
管
に
各
マ
ー
カ
ー
の

局
在
を
確
認
し
、
電
顕
像
で
は

生
体
の
超
微
細
構
造
が
高
度
に

再
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
本

モ
デ
ル
独
自
の
も
の
で
あ
り
、

現
在
国
内
特
許
出
願
中
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
更
に

評
価
、
改
良
を
重
ね
つ
つ
、
癌

腹
膜
転
移
過
程
の
基
礎
研
究
、

並
び
に
移
植
モ
デ
ル
の
開
発
に

つ
な
げ
、
基
礎
医
学
・
臨
床
医

学
研
究
に
貢
献
出
来
ま
す
よ

う
、
こ
の
受
賞
を
励
み
に
努
力

循
環
器
内
科
，
呼
吸
器
内
科
，
腎
臓
内
科

医
員　

小　

路　

祥　

紘

第
159
回
日
本
循
環
器
学
会
東
北
地
方
会

Ｙ
Ｉ
Ａ
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

左から中路研究科長、優秀発表賞を受賞した浅野義哉先生、
上野選考委員長

　

去
る
二
月
七
日

㈯
、
こ
の
時
期
と
し

て
は
比
較
的
穏
や

か
な
天
候
の
中
、
四

年
次
学
生
百
二
十

七
名
を
対
象
と
し
て

平
成
二
十
六
年
度
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
（O

bjective 
Structured Clinical 
Exam

ination

、
客
観

的
臨
床
能
力
試
験
）

が
、
附
属
病
院
外
来

棟
で
行
な
わ
れ
た
。

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
と
は
四
年

次
の
学
生
が
、
今
春

か
ら
医
療
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
診
療
参
加
型
臨
床

実
習
（
五
年
次
Ｂ
Ｓ
Ｌ
）
に
入

る
た
め
に
必
要
な
知
識
、
技

能
、
態
度
を
有
す
る
か
を
評
価

す
る
公
式
な
試
験
で
あ
り
、
全

国
の
す
べ
て
の
医
学
部
で
行
わ

れ
て
い
る
。
医
療
系
大
学
間
共

用
試
験
実
施
評
価
機
構
が
作
成

し
た
い
く
つ
か
の
分
野
に
関
す

る
試
験
問
題
つ
い
て
、
学
生
が

試
験
官
で
あ
る
教
員
の
前
で
実

技
を
行
い
、
そ
の
習
熟
度
を
定

め
ら
れ
た
評
価
表
に
基
づ
い
て

評
価
す
る
。

　

今
回
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
具
体
的

な
実
施
内
容
は
、
医
療
面
接
、

頭
頸
部
診
察
、
胸
部
診
察
・
バ

イ
タ
ル
サ
イ
ン
、
腹
部
診
察
、

神
経
診
察
、
基
本
的
臨
床
手

技
、
救
急
の
七
つ
の
分
野
に
つ

い
て
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば

れ
る
模
擬
診
察
室
で
、
模
擬
患

者
（
一
部
は
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
）に
対
し
、学
生
が
面
接
、

診
察
、
手
技
を
行
い
、
こ
れ
を

教
官
が
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に

先
立
つ
三
週
間
（
一
月
十
九
日

～
二
月
六
日
）
は
、
臨
床
実
習

入
門
科
目
で
あ
り
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

の
準
備
で
も
あ
る
「Pre BSL

」

が
集
中
的
に
行
わ
れ
た
。
当
日

の
試
験
は
厳
正
に
行
わ
れ
、
予

定
さ
れ
て
い
た
全
員
が
受
験

し
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
な
ら
び
に

Pre BSL

は
総
勢
百
名
を
超
え

る
本
学
の
教
員
、
事
務
職
員
、

模
擬
患
者
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
学
生
諸
君
な
ど
多
く
の

方
々
の
献
身
的
な
ご
協
力
な
し

に
は
為
し
え
な
か
っ
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
ご
協
力
頂
い

た
関
係
各
位
に
あ
ら
た
め
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。

な
ど
医
療
費
の
抑
制
に
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
発
表

に
際
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご

指
導
を
頂
い
た
奥
村
教
授
・

佐
々
木
准
教
授
な
ら
び
に
循
環

器
腎
臓
内
科
学
講
座
の
先
生

方
、
治
療
に
携
わ
っ
て
頂
い
た

集
中
治
療
部
・
泌
尿
器
科
の
先

生
方
、
Ｍ
Ｅ
ス
タ
ッ
フ
、
看
護

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
、心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

し
て
ま
い
り
ま
す
。
最
後
に
、

本
研
究
を
行
う
に
あ
た
り
ご
指

導
、
ご
協
力
下
い
ま
し
た
下
田 

浩
教
授
、
研
究
室
員
の
皆
様
、

そ
し
て
大
阪
大
学
工
学
部
明
石

研
究
室
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

試験室に入室する学生

総
合
診
療
医
学
講
座　

加　

藤　

博　

之

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
実
施
状
況

平
成
26
年
度
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第19回　医学部学術賞
第17回　医学部附属病院診療奨励賞
第18回　医学部医学科国際化教育奨励賞
第33回　唐牛記念医学研究基金助成金

特 集

第
19
回
　
弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞

医
学
部
学
術
賞（
特
別
賞
）を

受
賞
し
て

「
妊
娠
の
成
立
と
維
持
に
お
け
る

Ｎ
Ｋ
細
胞
の
機
能
分
担
と
機
能
発
現
」

産
科
婦
人
科　

講
師　

福　

井　

淳　

史

特 別 賞
　

こ
の
度
は
、
第
十
九
回
弘
前

大
学
医
学
部
学
術
特
別
賞
受
賞

の
栄
誉
を
賜
り
、
誠
に
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
身
に

余
る
賞
を
い
た
だ
き
、
感
謝
の

念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
選
考
委
員

の
先
生
方
、
医
学
部
鵬
桜
会
、

青
森
医
学
振
興
会
お
よ
び
関
係

の
皆
様
方
に
熱
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
晩
婚
化
・
晩
産
化
が
進

む
我
が
国
に
お
い
て
、
妊
娠
の

成
立
・
維
持
機
構
の
解
明
は
極

め
て
重
要
な
領
域
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
夫
婦
・

カ
ッ
プ
ル
の
う
ち
、
約
八
組
に

一
組
は
不
妊
症
で
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
、
晩
婚
化
・
晩
産
化
の

影
響
も
相
ま
っ
て
、
当
院
で
も

体
外
受
精
・
胚
移
植
を
受
け
る

患
者
さ
ん
の
半
数
以
上
は
四
十

歳
以
上
の
方
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
妊
娠
は
す
る
も
の
の

流
産
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
い

わ
ゆ
る
不
育
症
は
そ
の
60
％
が

リ
ス
ク
因
子
不
明
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
院
に
お
い
て
も
北
東

北
を
中
心
に
多
く
の
不
育
症
患

者
さ
ん
が
通
院
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
我
々
が
今
回
の
研
究
で
着

目
し
た
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
、
末
梢
血

だ
け
で
な
く
子
宮
内
膜
・
脱
落

膜
に
も
存
在
し
、
妊
娠
の
成
立

や
維
持
に
関
与
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
子

宮
に
存
在
す
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
子

宮
内
膜
や
脱
落
膜
リ
ン
パ
球
の

50
～
70
％
を
占
め
、
そ
の
数
や

構
成
比
率
の
異
常
が
不
妊
症
・

不
育
症
や
妊
娠
高
血
圧
症
候
群

な
ど
の
異
常
妊
娠
を
惹
起
す
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
一
連

の
研
究
に
お
い
て
Ｎ
Ｋ
細
胞
特

に
子
宮
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
異
常
が
流

産
を
引
き
起
こ
す
こ
と
、
流
産

患
者
や
着
床
不
全
患
者
で
は
Ｎ

Ｋ
細
胞
の
構
成
比
率
の
異
常
や

産
生
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
異
常
と

い
っ
た
機
能
異
常
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
活

性
や
構
成
比
率
の
適
正
化
を
目

的
と
し
た
γ
グ
ロ
ブ
リ
ン
療
法

な
ど
の
特
殊
な
薬
物
療
法
が
不

育
症
や
着
床
不
全
（
不
妊
症
）

に
対
す
る
治
療
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

本
研
究
は
、
水
沼
英
樹
教
授

は
じ
め
諸
先
輩
や
同
僚
、
友
人
、

共
に
研
究
を
進
め
て
く
れ
た
研

究
グ
ル
ー
プ
の
先
生
方
、
さ
ら

に
は
家
族
の
多
大
な
協
力
と
支

援
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
成
立

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
伝
統
あ
る
弘

前
大
学
医
学
部
学
術
特
別
賞
の

名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
今
後
も
研
鑽

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
御
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

医
学
部
学
術
賞（
特
別
賞
）を

受
賞
し
て

学
術
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

脳
神
経
外
科
学
講
座　

講
師　

嶋　

村　

則　

人

脳
神
経
外
科　

医
員　

松　

田　

尚　

也

特 別 賞

奨 励 賞

　

こ
の
た
び
は
、
弘
前
大
学
医

学
部
学
術
賞
（
特
別
賞
）
を
い

た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

受
賞
研
究
テ
ー
マ
は
「
脳
卒

中
診
療
に
対
す
る
基
礎
研
究
か

ら
臨
床
研
究
ま
で
の
包
括
的
取

り
組
み
」
で
あ
り
ま
す
。
全
国

的
に
は
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死

亡
率
は
減
少
し
、
平
成
二
十
三

年
度
か
ら
は
全
死
因
の
第
四
位

に
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
青

森
県
で
は
脳
血
管
疾
患
の
死
亡

率
減
少
が
無
く
、
死
因
の
第
三

位
の
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
日
本
全
体
で
の
脳
血
管
疾

患
の
総
患
者
数
は
百
二
十
四
万

人
で
青
森
県
の
人
口
に
匹
敵
し

ま
す
。
日
常
臨
床
で
の
問
題
点

を
基
礎
研
究
へ
投
影
し
、
基
礎

　

こ
の
度
学
術
奨
励
賞
を
頂

き
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り

ま
す
。
本
研
究
は
く
も
膜
下
出

血
後
の
脳
血
管
攣
縮
と
い
う
重

篤
な
合
併
症
に
関
す
る
も
の
で

す
。
酸
化LD

L

と
そ
の
受
容

体LO
X

-1

が
動
脈
硬
化
発
展
に

関
係
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
脳
血
管
攣
縮
と
酸
化

LD
L

、LO
X

-1

と
の
関
係
を
示

し
た
初
め
て
の
報
告
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、リ
ン
ゴ
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
が
脳
血
管
攣
縮
を
予
防

す
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
ま
し

研
究
の
成
果
を
臨
床
へ
結
び
つ

け
て
い
く
「
臨
床
と
基
礎
の
循

環
」
と
い
う
視
点
か
ら
研
究
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

脳
血
管
疾
患
の
中
で
75
％
を

占
め
る
脳
梗
塞
に
つ
い
て
は
、

ラ
ッ
ト
一
過
性
中
大
脳
動
脈
閉

塞
モ
デ
ル
を
用
い
て
脳
虚
血
基

礎
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

実
験
効
率
を
高
め
た
モ
デ
ル
を

用
い
て
、
細
胞
間
接
着
因
子
阻

害
剤
に
よ
る
脳
梗
塞
治
療
を
報

告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
化

に
伴
い
増
加
し
て
い
る
心
原
性

脳
塞
栓
症
と
同
様
の
病
態
モ
デ

ル
を
確
立
し
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球

菌
由
来
で
血
栓
溶
解
作
用
の
あ

る
ス
タ
フ
ィ
ロ
キ
ナ
ー
ゼ
（
Ｓ

Ａ
Ｋ
）
の
効
用
に
つ
い
て
研
究

し
て
お
り
ま
す
。（
Ｈ
23
～
25

年
度 

科
学
研
究
費
課
題
番
号

た
。
こ
れ
ら
意
義
あ
る
実
験
結

果
を
得
ら
れ
た
の
は
、
多
く
の

方
々
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
お

陰
で
あ
り
、
感
謝
の
念
に
堪
え

ま
せ
ん
。
今
後
研
究
を
続
け
る

に
あ
た
り
、
必
ず
壁
や
挫
折
を

経
験
す
る
と
思
い
ま
す
。
実
際

に
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
い
る
時

や
挫
折
の
渦
の
真
っ
た
だ
中
に

い
る
時
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え

る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
頂
い
た
楯
に
思
い

出
さ
せ
て
も
ら
い
、
少
し
ず
つ

で
も
歩
み
、
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
後
輩
の
助
走

程
度
に
し
か
な
れ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
継
続
で
き
た
こ

と
を
、
後
輩
、
未
来
へ
継
承
す

べ
く
、
小
さ
く
て
も
一
歩
踏
み

出
し
て
行
け
る
よ
う
精
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
伝
統
あ
る
医
学
部

学
術
奨
励
賞
を
賜
り
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
医
学
研
究
科
長
の
中
路
重

之
教
授
、
鵬
桜
会
理
事
長
の
西

澤
一
治
先
生
並
び
に
選
考
委
員

の
先
生
方
、
関
係
者
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
論
文
題
名
は
「Islet 

am
yloid w

ith m
acrophage 

m
igration correlates w

ith 
augm

ented β-cell deficits in 
type 2 diabetic patients.

」

で
す
。
剖
検
膵
を
用
い
て
、
２

型
糖
尿
病
患
者
に
お
け
る
膵
島

内
ア
ミ
ロ
イ
ド
沈
着
と
内
分
泌

細
胞
容
量
や
膵
島
内
炎
症
の
関

連
に
つ
い
て
臨
床
所
見
も
含
め

て
検
討
し
ま
し
た
。
今
回
の
検

討
に
よ
り
、
膵
島
ア
ミ
ロ
イ
ド

沈
着
は
１
．著
明
な
β
細
胞
容

積
の
低
下
を
き
た
す
こ
と
、

２
．膵
島
で
炎
症
促
進
性
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
浸
潤
を
惹
起
す

る
こ
と
、
３
．Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
相
関

す
る
こ
と
を
見
出
す
こ
と
が
で

23592082

、
Ｈ
26
～
28
年
度 

同26462149

）。
多
能
性
幹
細

胞
の
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
細
胞
を
用
い
た

脳
出
血
マ
ウ
ス
の
研
究
を
継
続

し
て
お
り
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
細
胞
が

生
着
し
神
経
系
細
胞
へ
分
化
す

る
事
、
神
経
機
能
の
回
復
が
著

明
に
優
れ
て
い
る
事
を
明
ら
か

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

臨
床
研
究
に
お
い
て
は
、
高

齢
者
く
も
膜
下
出
血
治
療
で
の

脳
血
管
内
手
術
を
活
用
し
た
認

知
症
回
避
を
伴
う
転
帰
改
善
策

を
発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

く
も
膜
下
出
血
急
性
期
で
も
抗

血
小
板
剤
投
与
下
の
脳
血
管
内

手
術
が
安
全
で
あ
る
こ
と
、
脳

血
管
攣
縮
に
対
す
る
予
防
的
血

管
拡
張
術
は
病
態
を
悪
化
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
、
旧

来
の
常
識
を
覆
す
報
告
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
を
指
導
し

て
下
さ
っ
た
多
く
の
先
生
方
、

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
全
て
の

方
々
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
そ

し
て
、
受
賞
を
喜
ぶ
ば
か
り
で

は
無
く
、
今
後
も
研
鑽
を
積
ん

で
研
究
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

医
学
部
学
術
奨
励
賞
を

受
賞
し
て

大
館
市
立
総
合
病
院　

消
化
器
・
血
液
・
腫
瘍
内
科

　

医
長　

鎌　

田　

耕　

輔

（
元
分
子
病
態
病
理
学
講
座
）

奨 励 賞

右から特別賞を受賞した嶋村則人先生、福井淳史先生、奨励賞を受賞した松田先生、鎌田耕輔先生

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か

ら
、
２
型
糖
尿
病
ア
ミ
ロ
イ
ド

沈
着
は
膵
島
炎
症
反
応
の
亢
進

を
介
し
て
β
細
胞
容
積
の
低
下

を
促
進
し
て
い
る
機
序
が
考
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

一
度
臨
床
を
離
れ
て
、
じ
っ

く
り
と
研
究
、
勉
強
に
打
ち
込

め
た
こ
と
に
よ
り
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
て

今
後
も
一
層
臨
床
、
研
究
に
努

力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
最
後

に
、
基
礎
で
の
研
究
を
ご
快
諾

い
た
だ
き
ま
し
た
福
田
眞
作
教

授
、
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た

分
子
病
態
病
理
学
講
座
の
水
上

浩
哉
教
授
、
八
木
橋
操
六
特
任

教
授
、
教
室
の
諸
先
生
方
、
教

室
の
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
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第
17
回
　
医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

を
受
賞
し
て

“
楽
し
く
た
め
に
な
る
教
室
”
を

�

目
指
し
た
フ
ッ
ト
ケ
ア
教
室

『
あ
な
た
に
も
で
き
る
足
の
手
入
れ
』

内
分
泌
内
科
・
糖
尿
病
代
謝
内
科
・
感
染
症
科　

 
講
師　

村　

上　
　
　

宏

看
護
部
（
１
病
棟
６
階
）　

櫻　

庭　

咲　

子

診療奨励賞

心のふれあい賞

　

こ
の
度
は
医
学
部
附
属
病
院

診
療
奨
励
賞
を
受
賞
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
選
考
委
員
会
の

諸
先
生
な
ら
び
に
関
係
者
の

方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
今
回
の
受
賞
主
題
は
、

「
糖
尿
病
教
育
入
院
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

青
森
県
の
平
均
寿
命
は
全
国

で
最
も
低
い
水
準
に
あ
り
、
短

命
県
の
返
上
は
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な

要
因
の
一
つ
が
糖
尿
病
で
す
。

　

糖
尿
病
の
治
療
の
三
本
柱
は

食
事
療
法
、
運
動
療
法
、
薬
物

治
療
で
、
そ
の
継
続
に
あ
た
っ

て
は
、
正
し
い
知
識
に
基
づ
い

た
自
己
管
理
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
糖
尿
病

に
関
す
る
患
者
教
育
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
わ
が
国
で
は
教

育
内
容
に
関
す
る
具
体
的
な
指

針
等
は
な
く
、
各
施
設
が
試
行

錯
誤
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　

当
科
で
は
、
独
自
に
二
週
間

の
糖
尿
病
教
育
入
院
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
構
築
し
、
日
常
診
療
に
お

い
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
治
療
効
果
に
つ
い
て
継
続
的

に
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
医

師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、

薬
剤
師
か
ら
な
る
糖
尿
病
医
療

支
援
チ
ー
ム
に
よ
り
施
行
さ
れ

て
お
り
、
各
職
種
が
専
門
性
を

生
か
し
つ
つ
、
密
な
連
携
を
と

る
こ
と
で
、
質
の
高
い
医
療
の

提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
患
者
様
の
多
様
な
生
活
習
慣

　

こ
の
た
び
は
第
十
八
回
弘
前

大
学
医
学
部
医
学
科
国
際
化
教

育
奨
励
賞
を
頂
き
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

選
考
委
員
の
皆
様
方
を
は
じ

め
、
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
平
成
二
十
六
年
一
月
よ

り
現
職
の
消
化
器
外
科
学
講
座

准
教
授
を
拝
命
し
た
ば
か
り
で

す
。
日
常
の
診
療
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
医
学
生
を
は
じ
め
、

初
期
研
修
医
や
後
期
研
修
医
の

教
育
、
さ
ら
に
は
彼
ら
の
教
育

を
担
当
し
て
い
る
指
導
医
に
対

し
て
も
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
立
場
に
い
ま
す
。
い

つ
の
間
に
か
、
そ
の
よ
う
な
立

場
に
い
る
こ
と
に
少
な
か
ら
ず

驚
き
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

戸
惑
い
も
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

　

こ
の
度
は
国
際
化
奨
励
賞
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
さ
て
、
受
賞
に
先

立
ち
、
私
は
皆
様
に
ご
報
告
し

　

こ
の
度
は
診
療
奨
励
賞
心
の

ふ
れ
あ
い
賞
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
選

考
委
員
の
諸
先
生
方
な
ら
び
に

関
係
者
の
皆
様
に
、
第
一
病
棟

六
階
ス
タ
ッ
フ
を
代
表
し
ま
し

て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
一
病
棟
六
階
で
は
、
糖
尿

病
教
育
患
者
さ
ん
を
対
象
に
集

団
指
導
と
し
て
糖
尿
病
教
室
を

行
っ
て
お
り
、
二
十
年
程
前
か

ら
看
護
師
も
講
師
を
務
め
、

フ
ッ
ト
ケ
ア
、
低
血
糖
、
シ
ッ

ク
デ
ィ
な
ど
五
コ
マ
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
一
方
的
な
講
義
で

知
識
を
増
や
し
て
も
行
動
変
容

は
起
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
五
年

程
前
か
ら
受
動

的
な
講
義
か
ら

参
加
型
教
室

へ
、
タ
イ
ト
ル

も
興
味
を
引
く

も
の
へ
変
更
し

継
続
し
て
い
ま

す
。
フ
ッ
ト
ケ

ア
教
室
『
あ
な

た
に
も
で
き
る

足
の
手
入
れ
』

は
“
楽
し
く
た

め
に
な
る
教

室
”
を
目
指
し

た
一
つ
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
育
成
と
講
義
内
容

統
一
の
目
的
で
シ
ナ
リ
オ
や
ポ

ス
タ
ー
を
ス
タ
ッ
フ
で
分
担
し

作
成
し
ま
し
た
。

　

説
明
は
記
憶
に
残
り
や
す
い

三
つ
に
ポ
イ
ン
ト
を
し
ぼ
り
、

『
視
覚
に
訴
え
る
・
動
き
を
出

す
』
教
育
媒
体
を
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
行
い
ま
す
。“
足
病
変

の
要
因
”
は
、大
き
く
三
つ
『
糖

尿
病
性
神
経
障
害
・
末
梢
血
管

障
害
・
身
体
防
御
機
能
の
低
下
』。

そ
の
“
予
防
の
た
め
の
セ
ル
フ

ケ
ア
”
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
三
つ

『
観
察
す
る
・
保
護
す
る
・
清

潔
に
保
つ
』
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
千

名
以
上
の
患
者
様
が
現
在
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
教
育
入
院
後

は
、
病
気
に
対
す
る
知
識
を
習

得
す
る
こ
と
に
加
え
、
長
期
的

な
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
改
善

も
認
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
成

果
は
米
国
糖
尿
病
学
会
、
日
本

糖
尿
病
学
会
な
ど
で
も
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し

て
、
よ
り
一
層
努
力
を
重
ね
、

短
命
県
返
上
の
一
助
に
な
れ
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
た
が
、
当
時
は
自
分
の
こ
と

で
精
一
杯
で
、
医
学
教
育
に
つ

い
て
は
考
え
も
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
。
責
任
あ
る
立
場
に
立
た

さ
れ
て
は
じ
め
て
、
国
際
的
に

医
学
教
育
、
医
療
の
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
見
学
す
る
こ
と
で
今
後

の
医
学
教
育
に
役
立
て
ら
れ
な

い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

幸
運
に
もSt. Jam

es U
ni-

versity H
ospital

の
肝
胆
膵
・

移
植
部
門
のPeter Lodge

教

授
の
ご
高
配
が
あ
り
、
平
成
二

十
七
年
二
月
二
日
か
ら
二
月
九

日
の
期
間
で
見
学
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
こ
の
病
院
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
有
数
の
症
例
数
の

多
い
病
院
と
の
こ
と
で
、
規
模

の
大
き
さ
に
は
び
っ
く
り
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
特
に
、

m
ultidisciplinary team

（
Ｍ

Ｄ
Ｔ
）
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

集
中
的
に
見
て
ま
い
り
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
各
科
横
断
的

な
取
り
組
み
の
重
要
性
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
弘
前

大
学
で
も
な
か
な
か
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
Ｍ
Ｄ
Ｔ
を
通
し
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て
患
者
様
の
治

療
方
針
が
決
定
さ
れ
、
各
科
が

関
わ
り
を
持
つ
の
か
を
医
学
生

を
は
じ
め
、
初
期
研
修
医
や
後

期
研
修
医
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
的
に
は

当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
る
Ｍ

Ｄ
Ｔ
を
通
し
て
、
若
い
方
々
に

世
界
へ
と
目
を
向
け
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

当
院
の
ニ
ー
ズ
か
ら
生
ま
れ
た

酸
素
流
量
計
監
視
警
報
装
置
の

開
発医

療
技
術
部
（
臨
床
工
学
・
技
術
部
門
）

副
部
長　

後　

藤　
　
　

武

診療奨励賞
　

こ
の
度
は
名
誉
あ
る
第
十
七

回
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院

診
療
奨
励
賞
を
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
選
考

委
員
の
諸
先
生
方
を
は
じ
め
関

係
者
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

我
々
の
受
賞
は
、
酸
素
流
量

計
の
監
視
警
報
装
置
の
開
発
に

対
す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
背

景
に
は
臨
床
現
場
に
お
け
る
女

児
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
女
児
は
術
後
重
症
呼
吸

不
全
を
合
併
し
、
集
中
治
療
部

に
長
期
間
入
院
し
て
お
り
ま
し

た
。
従
来
の
人
工
呼
吸
で
は
生

命
維
持
が
困
難
な
状
態
で
、
一

般
的
に
は
数
日
単
位
で
使
用
す

る
人
工
肺
を
用
い
た
体
外
循
環

を
、
数
ヶ
月
間
と
い
う
長
期
間

使
用
し
治
療
を
行
い
ま
し
た
。

体
の
小
さ
い
女
児
の
呼
吸
の
全

て
を
代
行
す
る
人
工
肺
に
は
１

Ｌ
以
下
の
微
量
な
酸
素
を
安
定

し
て
流
さ
な
く
て
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
壁
配
管
か
ら
供
給

さ
れ
る
ガ
ス
は
微
妙
な
圧
変
動

な
ど
に
よ
っ
て
容
易
に
流
量
が

変
化
し
ま
す
。
流
量
変
化
が
患

児
に
与
え
る
影
響
は
致
命
的
な

結
果
に
も
繋
が
り
か
ね
ず
、
当

院
で
も
流
量
変
化
に
関
わ
る
イ

ン
シ
デ
ン
ト
を
経
験
し
た
事
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
流
量

変
化
に
対
す
る
警
報
を
発
す
る

セ
ン
サ
ー
を
考
え
ま
し
た
。
運

良
く
研
究
助
成
も
受
け
、
県
か

ら
装
置
を
作
成
す
る
地
元
企
業

で
あ
る
株
式
会
社
タ
カ
シ
ン
さ

ん
を
紹
介
頂
き
ま
し
た
。
当
時

私
は
病
院
に
勤
め
な
が
ら
、
本

学
大
学
院
の
理
工
学
研
究
科
の

大
学
院
生
も
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
知
能
機
械
工
学
科
稲
村

隆
夫
教
授
か
ら
メ
カ
ニ
カ
ル
な

ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
胸
部
心
臓
血
管
外
科
学
講

座
の
福
田
幾
夫
教
授
に
は
医
療

デ
バ
イ
ス
開
発
に
関
す
る
ご
指

導
を
頂
き
ま
し
た
。
幸
い
そ
の

患
児
は
、
そ
の
後
の
懸
命
な
治

療
の
甲
斐
も
あ
り
奇
跡
的
に
回

第
18
回
　
医
学
部
医
学
科
国
際
化
教
育
奨
励
賞

第
18
回
弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科

国
際
化
教
育
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

第
18
回
弘
前
大
学
医
学
部
医
学
科

国
際
化
教
育
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

消
化
器
外
科
学
講
座　

准
教
授　

豊　

木　

嘉　

一麻
酔
科　

助
教　

工　

藤　

倫　

之

に
対
応
す
る
た
め
、
集
団
指
導

に
加
え
、
個
別
指
導
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

入
院
患
者
様
は
当
科
に
通
院
中

の
症
例
の
み
な
ら
ず
、
県
内
各

医
療
機
関
よ
り
広
く
ご
紹
介
い

復
し
、
今
で
も

時
々
元
気
な
姿

を
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
見

せ
に
来
て
く
れ

て
お
り
ま
す
。

　

当
院
の
現
場
か
ら
生
ま
れ
た

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
本
学
の
医
工

連
携
、
そ
し
て
地
元
企
業
と
共

に
開
発
で
き
た
こ
と
は
「
世
界

に
発
信
し
、
地
域
と
共
に
創
造

す
る
」
を
理
念
に
掲
げ
る
弘
前

大
学
な
ら
で
は
と
、
周
り
の

方
々
の
ご
指
導
ご
尽
力
に
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
装
置

を
早
く
世
界
に
発
信
出
来
る
よ

う
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

右から技術賞を受賞した村上宏先生、後藤武臨床工学技士長、
心のふれあい賞を受賞した櫻庭副看護師長

張
り
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
教
室
内
に
掲
示
し
て
い

る
ポ
ス
タ
ー
を
用
い
て
、
ク
イ

ズ
を
ま
じ
え
な
が
ら
行
い
、
○

×
札
を
挙
げ
て
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ラ

イ
の
お
湯
と
石
鹸
で
患
者
さ
ん

自
身
に
足
を
洗
っ
て
い
た
だ
き
、

セ
ル
フ
ケ
ア
状
況
を
観
察
、
そ

の
後
看
護
師
が
注
意
点
や
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
し
な
が
ら
足
浴
を

行
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
は
、「
自
分
で
や
る

の
と
違
う
」「
気
持
ち
が
良
い
」

な
ど
心
地
よ
さ
を
実
感
さ
れ
、

「
へ
ぇ
～
爪
っ
て
そ
う
や
っ
て
切

る
の
か
」「
軽
石
で
逆
な
こ
と
を

し
て
た
ん
だ
」
な
ど
「
へ
ぇ
～
」

が
多
く
聞
か
れ
る
和
や
か
な
教

室
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場

で
足
の
観
察
を
希
望
さ
れ
、
白

癬
疑
い
で
皮
膚
科
受
診
に
繋
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
教

室
は
、
足
へ
の
関
心
を
目
覚
め

さ
せ
、
セ
ル
フ
ケ
ア
行
動
に
導

き
糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
、

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
り
よ
り
一

層
患
者
さ
ん
の
セ
ル
フ
ケ
ア
向

上
に
向
け
て
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
に
、
今
回
の
診
療
奨

励
賞
の
応
募
に
あ
た
り
、
ご
推

薦
頂
き
ま
し
た
大
門
眞
教
授
な

ら
び
に
村
上
宏
先
生
に
こ
の
場

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
状
況
の
中
、
教
室
の
木
村
憲

央
講
師
が
イ
ギ
リ
ス
は
リ
ー
ズ

に
あ
るSt. Jam

es U
niversity 

H
ospital

で
留
学
し
て
お
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
療
な
ど
をSt. 

Jam
es U

niversity H
ospital

で
見
学
で
き
な
い
も
の
か
と
思

い
立
ち
ま
し
た
。
私
自
身
は
、

米
国
は
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
に
留
学
し
ま

な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
実
は
私
は
今
ま
で
海

外
渡
航
経
験
が
一
度
も
あ
り
ま

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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せ
ん
。
医
師
国
家
試
験
終
了

後
、
開
放
さ
れ
た
よ
う
に
卒
業

旅
行
に
海
外
へ
出
か
け
る
同
期

を
見
送
り
な
が
ら
、
試
験
結
果

を
自
宅
で
待
機
し
な
が
ら
待
っ

て
い
ま
し
た
。「
や
っ
ぱ
り
日

本
が
一
番
」
と
思
い
続
け
て
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
今
回
の
賞
に
応

募
し
た
理
由
は
二
つ
あ
り
ま

す
。

　

今
回
、
麻
酔

科
学
講
座
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か

ら
本
賞
へ
の
応

募
を
勧
め
ら
れ

た
際
に
は
大
変

な
話
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
し
か

し
同
時
に
、
弘

前
大
学
に
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
身
で

い
つ
ま
で
も
海

外
に
対
し
て
苦

手
意
識
を
持
っ

て
は
い
け
な
い
と
も
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
後
輩
を
指
導

し
て
い
く
立
場
で
も
あ
り
、
後

輩
が
経
験
し
て
い
く
べ
き
イ
ベ

ン
ト
は
自
分
も
経
験
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
、
自
分
に

と
っ
て
も
今
回
海
外
経
験
を
乗

り
越
え
ら
れ
れ
ば
き
っ
と
大
き

く
成
長
す
る
と
思
い
応
募
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
が
第
一
の
理

由
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
理
由
に
海
外
の

麻
酔
科
教
育
、
集
中
資
治
療
領

域
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
学
び
に

行
き
た
い
と
感
じ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
私
が
学
生
時
代

か
ら
感
じ
、
お
そ
ら
く
今
の
学

生
の
皆
さ
ん
も
感
じ
て
い
る
こ

と
に
「
麻
酔
科
は
座
学
で
学
ん

だ
時
の
印
象
と
Ｂ
Ｓ
Ｌ
で
実
習

に
来
た
と
き
の
印
象
が
ま
る
で

ち
が
う
。
で
も
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
難
し
い
そ
う
な
領
域
だ

な
」
と
い
う
感
覚
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
の
麻
酔
科
の
実
習

シ
ス
テ
ム
が
全
く
駄
目
で
あ
る

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
海

外
で
は
ど
の
よ
う
に
学
生
に
麻

酔
科
学
を
教
え
て
い
る
の
か
興

味
が
あ
り
ま
す
。
見
て
学
ん
で

き
た
こ
と
を
今
後
に
生
か
せ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
不
安
で
一
杯
で
す

が
、
今
回
の
私
の
希
望
を
汲
ん

で
下
さ
っ
た
麻
酔
科
学
講
座
の

皆
様
、
弘
前
大
学
の
皆
様
の
期

待
に
応
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

右から国際化教育奨励賞を受賞した
豊木嘉一先生、工藤倫之先生

第
33
回
　
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金
助
成
金

第
33
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ａ
）を
受
賞
し
て

神
経
精
神
医
学
講
座　

教
授　

中　

村　

和　

彦

助成金Ａ
　

こ
の
た
び
は
、
第
三
十
三
回

唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金
（
助

成
金
Ａ
）
を
賜
り
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
今
、
研
究

費
獲
得
は
大
変
難
し
く
、
獲
得

に
至
る
の
は
ご
く
わ
ず
か
で

す
。
今
回
こ
の
貴
重
な
研
究
費

を
十
分
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
、

少
し
で
も
医
学
の
進
歩
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

研
究
の
内
容
に
つ
い
て
、
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
発
達
障

害
の
主
な
も
の
で
あ
る
自
閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
（
Ａ
Ｓ

Ｄ
）
は
肥
満
の
方
が
多
く
、
早

期
に
生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す

く
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
未

だ
良
く
わ
か
っ
て
い
な
い
状
況

で
す
。
ゆ
え
に
こ
の
生
活
習
慣

病
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す

る
こ
と
は
重
要
で
、
ま
ず
目
標

と
し
て
は
脂
質
代
謝
に
注
目
し

病
態
解
明
の
研
究
を
行
い
ま

す
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
が
出
現
す

る
有
名
な
疾
病
と
し
て
、

Sm
ith–Lem

li–O
pitz 

症
候
群 

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は 

D
H

CR7 

（7-dehydrocholes-
terol reductase

）
の
欠
損
・

機
能
不
全
に
よ
り
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
合
成
で
き
な
い
先
天

疾
患
で
あ
り
、
半
数
に
Ａ
Ｓ
Ｄ

を
合
併
し
、
多
指
症
な
ど
の
形

成
障
害
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
こ
の
酵
素
を
欠
損

さ
せ
た
マ
ウ
ス
に
セ
ロ
ト
ニ
ン

伝
達
系
の
障
害
が
観
察
さ
れ
ま

す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
伝
達
系
は
以

前
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｄ
と
の
関
連
が
多

数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
脂

質
代
謝
異
常
が
ど
の
よ
う
に
セ

ロ
ト
ニ
ン
系
異
常
を
引
き
起
こ

す
か
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま
だ
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
脂
質
代
謝
系
と
セ
ロ
ト
ニ

ン
系
が
リ
ン
ク
し
な
が
ら
Ａ
Ｓ

Ｄ
の
病
態
発
生
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
脂
質
代
謝

系
と
免
疫
系
も
リ
ン
ク
し
て
お

り
、
脂
肪
酸
と
免
疫
系
の
関
係

も
多
く
報
告
が
あ
り
ま
す
。
ゆ

え
に
脂
質
代
謝
と
免
疫
系
の
関

係
に
つ
い
て
も
病
態
を
明
ら
か

に
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
病
態

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る
こ
と
で
、

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

脂
質
代
謝
異
常
に
伴
う
肥
満
な

ど
と
の
関
連
が
明
ら
か
に
な

り
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
に
伴
う
様
々
な
症

状
に
対
す
る
治
療
方
法
の
開
発

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

第
33
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ａ
）を
受
賞
し
て

形
成
外
科
学
講
座　

教
授　

漆　

舘　

聡　

志

助成金Ａ
　

こ
の
度
は
第
三
十
三
回
唐
牛

記
念
医
学
研
究
基
金
（
助
成
金

Ａ
）
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場

を
借
り
て
選
考
委
員
の
皆
様
な

ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
研
究
テ
ー
マ
は
「
多
血
小
板

血
漿
に
よ
る
皮
弁
血
流
改
善
効

果
に
関
す
る
研
究
」
で
す
。
腫

瘍
切
除
後
や
外
傷
後
な
ど
に
顔

面
組
織
欠
損
が
生
じ
た
場
合
、

し
ば
し
ば
顔
面
組
織
再
建
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
顔
面
組
織
再

建
の
場
合
に
は
、
術
後
の
整
容

面
を
考
慮
す
る
と
可
能
な
限
り

周
囲
の
組
織
を
用
い
た
局
所
皮

弁
で
の
再
建
が
優
れ
て
お
り
、

我
々
は
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
再

建
方
法
を
開
発
し
て
き
ま
し

た
。
局
所
皮
弁
を
用
い
る
際
に

は
組
織
の
血
流
を
維
持
し
た
ま

ま
移
動
し
ま
す
が
、
移
動
距
離

が
大
き
く
な
る
と
剥
離
範
囲
が

広
範
囲
と
な
っ
て
し
ま
い
皮
弁

の
血
流
障
害
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
現
在
行

わ
れ
て
い
る
局
所
皮
弁
に
は
大

き
さ
や
デ
ザ
イ
ン
、
移
動
距
離

に
制
限
が
あ
り
、
欠
損
の
状
態

に
よ
っ
て
は
局
所
皮
弁
で
の
再

建
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
局
所
皮
弁
の

安
全
性
を
高
め
る
た
め
皮
弁
の

血
流
を
改
善
さ
せ
る
様
々
な
方

法
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
難
治
性
潰
瘍
の
治
療

法
と
し
て
多
血
小
板
血
漿

（platelet rich plasm
a: 

以
下

Ｐ
Ｒ
Ｐ
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｒ
Ｐ
に
含
ま
れ
る
血
小

板
由
来
成
長
因
子
や
血
管
内
皮

細
胞
増
殖
因
子
の
作
用
に
よ
り

局
所
の
血
管
新
生
や
細
胞
増
殖

が
促
さ
れ
る
た
め
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
作
用
を
局
所

皮
弁
の
血
流
改
善
に
応
用
し
よ

う
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
有
効
な
Ｐ
Ｒ
Ｐ
の
投

与
方
法
、
投
与
時
期
に
つ
い
て

は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
局
所
皮
弁
に
対
し
て

有
効
な
Ｐ
Ｒ
Ｐ
の
投
与
方
法
を

解
明
し
よ
う
と
い
う
の
が
今
回

の
私
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
ま

す
。
本
研
究
に
よ
り
局
所
皮
弁

に
対
す
る
有
効
な
Ｐ
Ｒ
Ｐ
投
与

方
法
が
確
立
さ
れ
た
な
ら
ば
、

よ
り
安
全
に
局
所
皮
弁
の
適
応

を
拡
大
で
き
、
顔
面
組
織
欠
損

の
再
建
に
お
い
て
新
た
な
術
式

の
開
発
が
可
能
と
な
る
こ
と
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
本
研
究

は
組
織
に
血
流
を
付
加
す
る
研

究
で
も
あ
り
ま
す
。
本
研
究
を

応
用
し
、
組
織
に
血
流
を
付
加

す
る
技
術
を
再
生
医
療
に
応
用

し
、
作
成
し
た
組
織
の
移
植
に

不
可
欠
な
血
流
付
加
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
研
究
を
遂
行
す
る
に
あ
た

り
、
こ
の
よ
う
な
研
究
基
金
を

賜
る
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
唐
牛
記

念
医
学
研
究
基
金
の
理
念
を
十

分
に
理
解
し
、
今
回
の
受
賞
を

糧
に
本
研
究
を
遂
行
す
る
と
と

も
に
、
医
学
の
発
展
の
た
め
今

後
も
精
進
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

由
緒
あ
る
第
三
十
三
回
唐
牛

記
念
医
学
研
究
基
金
を
賜
り
、

大
変
光
栄
に
思
っ
て

い
ま
す
。
選
考
委
員

の
先
生
方
、
関
係
者

の
方
々
に
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
若
林
孝
一
教
授

は
じ
め
講
座
の
先
生

方
の
熱
意
あ
る
指
導

な
く
し
て
今
回
の
受

賞
は
あ
り
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
ハ
ン
チ
ン

ト
ン
病
と
い
う
神
経

変
性
疾
患
を
研
究
対

象
に
し
ま
し
た
。
神

経
変
性
疾
患
の
重
要

な
病
態
に
異
常
蛋
白

質
の
細
胞
質
内
あ
る

い
は
核
内
へ
の
蓄
積

が
あ
り
ま
す
。
本
疾

患
は
線
条
体
の
萎
縮

な
ら
び
に
神
経
細
胞

第
33
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）を
受
賞
し
て

脳
神
経
病
理
学
講
座　

助
教　

三　

木　

康　

生

助成金Ｂ

内
の
核
内
封
入
体
を
病
理
学
的

特
徴
と
し
、
核
内
に
お
け
る
異

常
蛋
白
質
の
蓄
積
が
神
経
変
性

に
重
要
と
さ
れ
ま
す
。
私
は
、

小
胞
体
シ
ャ
ペ
ロ
ン
の
一
つ

で
、
新
生
蛋
白
質
の
折
り
畳
み

だ
け
で
な
く
異
常
蛋
白
質
の
分

解
に
も
関
わ
るsigm

a-1 
receptor

と
い
う
蛋
白
質
に
注

目
し
ま
し
た
。
こ
の
蛋
白
質
を

介
し
て
核
内
封
入
体
の
形
成
機

序
を
検
討
し
、sigm

a-1 
receptor

の
機
能
を
低
下
、
あ

る
い
は
遺
伝
子
を
過
剰
に
発
現

さ
せ
る
事
で
、
核
内
に
蓄
積
す

る
異
常
蛋
白
質
が
ど
の
よ
う
に

変
化
す
る
か
を
、
培
養
細
胞
モ

デ
ル
を
用
い
明
ら
か
に
す
る
事

と
し
ま
し
た
。
結
果
、
こ
の
蛋

白
が
核
内
の
異
常
蛋
白
の
蓄
積

に
関
わ
っ
て
い
る
事
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
蛋
白

の
機
能
を
調
節
す
る
事
で
、
異

常
蛋
白
の
蓄
積
速
度
を
遅
く
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

若
輩
者
で
す
が
、
一
生
懸
命

頑
張
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
度
は
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
の
度
は
、
伝
統
あ
る
第

三
十
三
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究

基
金
助
成
金
の
ご
恵
与
を
賜
り

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
選
考

委
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
み

ち
の
く
銀
行
関
係
者
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
脳
内
の
抑
制

性
神
経
伝
達
調
節
を
担
う
Ｇ
Ａ

Ｂ
Ａ
受
容
体
の
生
理
的
な
役
割

に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
受
容
体
を
介

す
る
情
報
伝
達
の
障
害
は
、
て

第
33
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）を
受
賞
し
て

脳
神
経
生
理
学
講
座　

助
教　

古　

川　

智　

範

助成金Ｂ

ん
か
ん
・
不
安
症
・
躁
う
つ
病
・

統
合
失
調
症
な
ど
の
精
神
疾
患

の
発
症
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ベ

ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
は
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ

受
容
体
の
正
の
ア
ロ
ス
テ
リ
ッ

ク
調
節
因
子
と
し
て
機
能
し
、

抗
て
ん
か
ん
薬
や
抗
不
安
薬
と

し
て
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
薬
物

依
存
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら

使
用
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
薬
物

依
存
の
形
成
に
は
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
受

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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第
三
十
三
回
唐
牛
記
念
医
学

研
究
基
金
を
受
賞
い
た
し
ま
し

た
の
で
研
究
内
容
に
関
し
て
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

第
33
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）
を
受
賞
し
て

整
形
外
科　

助
教　

熊　

谷　

玄
太
郞

助成金Ｂ

ず
こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ
る
賞
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
研
究
課
題
は

「
脊
髄
損
傷
に
対
す
る
自
己
組
織

青
森
県
知
事
と

　
　
五
年
生
と
の
懇
談
会

学
務
委
員
長　

若　

林　

孝　

一

（
脳
神
経
病
理
学
講
座　

教
授
）

　

現
在
、
三
村
申
吾
青
森
県
知

事
と
弘
前
大
学
医
学
科
学
生
と

の
懇
談
会
は
年
二
回
行
わ
れ
て

い
る
。
春
は
新
入
生
を
対
象

に
、
秋
は
五
年
生
を
対
象
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
懇
談
会

が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
平
成
十

七
年
の
こ
と
で
あ
り
、そ
の
後
、

十
年
に
わ
た
り
連
続
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
平
成
二

十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
に
医

学
部
基
礎
大
講
堂
で
、
医
学
科

五
年
生
全
員
が
出
席
し
て
実
施

さ
れ
た
。
県
側
か
ら
は
三
村
知

事
に
加
え
、
一
戸
健
康
福
祉
部

長
、
山
中
医
師
確
保
対
策
監
、

小
川
良
医
育
成
支
援
特
別

顧
問
ら
が
出
席
し
、
佐
藤

学
長
の
ご
列
席
の
も
と
行

わ
れ
た
。
中
路
医
学
部
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
知
事

か
ら
「
青
森
県
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
：
目
指
す
医
療
の

姿
」
と
題
し
約
四
十
分
の

ご
講
演
が
あ
っ
た
。
が
ん

克
服
や
健
康
寿
命
ア
ッ
プ

に
向
け
た
県
の
基
本
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、

弘
前
大
学
と
連
携
し
た
県

の
様
々
な
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
た
。
医
師
修
学
資

金
に
よ
る
支
援
、
女
性
医

師
の
定
着
や
職
場
復
帰
支

教
育
に
関
し
て

業
績
を
上
げ
た
教
員
表
彰
式

平成26年度
平
成
26
年
度
教
育
に
関
し
て
優
れ
た
業
績
を

上
げ
た
教
員
表
彰
を
受
賞
し
て�

―
教
育
雑
感
―

泌
尿
器
科
学
講
座　

教
授　

大　

山　
　
　

力

　

こ
の
度
、
教
育
に
関
し
て
業

績
を
上
げ
た
教
員
と
し
て
表
彰

し
て
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
光
栄

で
ご
ざ
い
ま
す
。
学
生
に
よ
る

授
業
評
価
に
お
い
て
高
得
点
を

得
た
と
い
う
こ
と
が
表
彰
理
由

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。
正
直
申
し
ま
し

て
、
私
の
講
義
が
そ
れ
ほ
ど
高

い
評
価
を
頂
い
て
い
る
と
い
う

自
覚
を
持
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
内
心
恐
縮
し
て

お
り
ま
す
。
た
だ
、
学
生
の
講

容
体
の
局
在
調
節
が
関
わ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

詳
細
な
分
子
調
節
機
構
は
不
明

で
す
。
こ
の
分
子
調
節
機
構
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
依
存
症
や
離
脱
症
状
の
治

療
法
開
発
や
、
新
た
な
創
薬

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
発
見
に
つ
な
げ

ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
受
賞
を
励
み
に
し
、
十
分

な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
最
後

に
御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
上
野

伸
哉
教
授
を
は
じ
め
、
支
援
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も

諸
先
生
方
に
は
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

由
来
間
葉
系
幹
細
胞
移
植
療
法

の
確
立
」
で
す
。
脊
髄
損
傷
後

に
は
運
動
神
経
の
障
害
だ
け
で

な
く
、
神
経
障
害
性
疼
痛
も
大

き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
神
経

障
害
性
疼
痛
は
患
者
のQ

uality 
of Life

を
著
し
く
低
下
さ
せ
ま

す
が
、
そ
の
機
序
は
明
ら
か
で

な
く
、
治
療
法
も
確
立
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
本
研
究

の
目
的
は
脊
髄
損
傷
後
神
経
障

害
性
疼
痛
の
治
療
に
向
け
、
マ

ウ
ス
脊
髄
損
傷
モ
デ
ル
を
作
成

し
、
マ
ウ
ス
自
家
組
織
由
来
間

葉
系
幹
細
胞
培
養
系
の
確
立
お

よ
び
移
植
効
果
の
検
討
を
行
う

こ
と
で
す
。
間
葉
系
幹
細
胞
は

運
動
機
能
改
善
効
果
に
関
し
て

は
限
定
的
と
過
去
の
報
告
で
も

あ
り
ま
す
が
、
多
分
化
能
や
自

己
複
製
能
を
有
し
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
と
比
較
し
て
腫
瘍
化
の
危
険

性
が
低
く
、
胚
性
幹
細
胞
（
Ｅ

Ｓ
細
胞
）
と
比
較
し
て
倫
理
的

な
問
題
が
少
な
く
、
培
養
が
比

較
的
容
易
で
あ
る
メ
リ
ッ
ト
を

有
し
ま
す
。
自
己
組
織
由
来
の

間
葉
系
幹
細
胞
移
植
療
法
を
確

立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
免
疫

拒
絶
反
応
を
軽
減
し
、
運
動
機

能
の
改
善
効
果
に
関
し
て
も
期

待
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

臨
床
応
用
に
向
け
、
着
実
に
実

験
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
支
援
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

す
っ
か
り
春
め
い
て
き
た
日

の
夜
、
あ
る
大
学
病
院
の
Ａ
医

師
が
関
連
病
院
の
外
来
で
当
直

業
務
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
腕

組
み
を
し
た
看
護
師
が
不
機
嫌

そ
う
に
近
寄
っ
て
き
た
。「
先

生
。
ま
た
急
患
で
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
の
大
学
生
ら
し
い
で
す

よ
。」
と
言
っ
た
途
端
に
救
急

車
が
入
っ
て
き
た
。「
全
く
こ

の
時
期
は
本
当
に
多
い
ん
で
す

よ
。
ベ
ッ
ド
も
空
い
て
い
ま
せ

ん
し
、
あ
あ
い
う
の
は
廊
下
に

寝
せ
て
お
け
ば
い
い
ん
で
す

よ
。
外
来
を
使
わ
せ
る
の
も

も
っ
た
い
な
い
く
ら
い
で
す

よ
。」「
そ
う
い
う
訳
に
も
い
か

な
い
で
し
ょ
う
。」
と
た
し
な

め
て
、
Ａ
医
師
は
一
通
り
診
察

し
た
後
、
処
置
室
で
点
滴
を
し

て
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
た
。

す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
新
歓

〇
〇
〇
が
重
な
っ
た
の
か
、
次

か
ら
次
に
同
様
の
若
者
が
運
び

込
ま
れ
て
き
た
。
つ
い
に
は
場

所
が
な
く
な
り
、「
悪
い
な
」

と
思
い
な
が
ら
本
当
に
廊
下
の

ソ
フ
ァ
ー
も
使
わ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。
朝
に
な
り
、
容
態

も
落
ち
着
き
、
廊
下
に
倒
れ
て

い
る
青
白
い
ゾ
ン
ビ
た
ち
を
眺

め
な
が
ら
少
し
後
ろ
め
た
い
気

持
ち
で
病
院
を
出
た
と
こ
ろ
、

携
帯
電
話
が
鳴
っ
た
。
電
話
に

出
る
と
「
Ａ
さ
ん
で
す
か
。
Ｂ

病
院
で
す
が
、
実
は
そ
ち
ら
の

お
嬢
さ
ん
が
昨
夜
こ
の
病
院
に

運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
の
よ
う
で
す

が
、
空
室
が
な
く
、
特
別
個
室

に
泊
ま
ら
れ
た
の
で
す
が
、
料

金
が
…
万
円
に
な
り
ま
す
」。

電
話
を
切
っ
て
Ａ
医
師
は
呟
い

た
。「
ち
っ
。
廊
下
に
寝
せ
て

お
け
ば
良
い
の
に
」。

援
、
研
修
医
や
指
導
医
を
対
象

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
が
主
な
内
容
で
あ
る
。
な
お
、

現
在
、
県
か
ら
の
寄
附
講
座
と

し
て
「
地
域
が
ん
疫
学
講
座
」

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

度
、「
総
合
地
域
医
療
推
進
学

講
座
（
仮
称
）」
が
新
設
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
た
。
ま
た
、

建
設
中
で
あ
っ
た
女
性
医
師
支

援
施
設
も
二
月
二
十
五
日
に
竣

工
し
、
四
月
に
供
用
が
開
始
さ

れ
る
。
知
事
の
講
演
の
後
は
学

生
と
の
意
見
交
換
が
約
二
十
分

続
い
た
。
学
生
の
質
問
に
対
し

知
事
か
ら
は
ジ
ョ
ー
ク
も
飛
び

出
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
懇
談
会
は
終
了
し
た
。
今

年
度
、
研
修
医
の
県
内
マ
ッ
チ

ン
グ
者
数
は
過
去
最
大
を
記
録

し
た
。
今
後
と
も
多
く
の
卒
業

生
が
地
域
に
定
着
し
、
循
環
型

医
師
育
成
の
中
で
、
大
学
が
担

う
教
育
、
研
究
機
能
が
充
実
し

て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。

左から学生の質問に答える三村知事、医師確保対策監
山中朋子先生、医療薬務課良医育成支援特別顧問小川克弘先生

義
に
際
し
て
は
、「
一
度
聴
い

た
ら
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
講
義
」

を
目
指
し
て
毎
年
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
臨
ん
で
お
り
ま
す

の
で
、
こ
の
辺
の
気
概
が
伝

わ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
教
育
」
と
一
言
で
言
い
ま

し
て
も
、
私
共
の
よ
う
な
外
科

系
臨
床
医
学
の
教
員
が
関
与
す

る
「
教
育
」
に
は
、
学
生
を
対

象
に
し
た
講
義
、
一
、
二
年
次

の
臨
床
体
験
、
研
究
室
研
修
、

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
、オ
ス
キ
ー
、

プ
レ
Ｂ
Ｓ
Ｌ
、
Ｂ
Ｓ
Ｌ
、
ク
リ

ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
、
初

期
研
修
医
の
教
育
、
大
学
院
生

の
研
究
指
導
、
学
会
発
表
指

導
、
論
文
作
成
指
導
、
専
門
医

資
格
取
得
の
た
め
の
卒
後
教

育
、
開
放
手
術
の
教
育
、
腹
腔

鏡
手
術
教
育
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

教
育
、
指
導
医
教
育
、
フ
ァ
カ

ル
テ
ィ
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
、

医
師
の
生
涯
教
育
、
市
民
公
開

講
座
な
ど
の
社
会
教
育
ま
で
、

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私

も
多
く
の
場
合
教
え
る
側
で「
教

育
」
に
参
加
し
ま
す
が
、
専
門

医
・
指
導
医
の
更
新
や
手
術
技

能
認
定
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
な
ど
で
は
教

え
ら
れ
る
立
場
で
「
教
育
」
に

参
加
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

教
え
る
側
に
せ
よ
、
教
わ
る
側

に
せ
よ
現
役
の
医
者
、
教
員
で

あ
る
限
り
「
教
育
」
は
生
涯
続

く
わ
け
で
す
。

　

医
学
部
の
教
員
に
課
せ
ら
れ

た
こ
の
一
連
の
「
教
育
」
と
い

う
名
の
責
務
は
近
年
、
質
量
と

も
に
著
し
く
重
み
を
増
し
、

我
々
教
員
の
研
究
と
診
療
の
時

間
を
圧
迫
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
印
象
さ
え
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
私
も
数
年
前
か
ら
「
教
え

る
」
と
い
う
行
為
を
通
し
て
最

も
成
長
す
る
の
は「
教
わ
る
側
」

で
は
な
く
、「
教
え
る
側
」
な

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
折
し
も
、
大

相
撲
初
場
所
の
解
説
を
し
て
い

た
八
角
親
方
が
若
い
力
士
の「
教

育
」
は
本
当
に
大
変
だ
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。「
教
育
」

が
難
し
い
の
は
何
も
我
々
の
領

域
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
よ

う
で
す
。
難
し
い
「
教
育
」
に

よ
っ
て
自
ら
が
成
長
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
。
鍛
え
ら
れ
て
い
る
。

有
難
い
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
十
年
前
に
始
ま
っ
た

初
期
臨
床
研
修
必
修
化
の
弊
害

は
至
る
所
で
指
摘
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
医
師
の
地
域
的
偏
在
、

診
療
科
間
の
偏
在
は
こ
の
制
度

が
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
の

最
大
の
被
害
者
は
若
き
研
修
医

達
で
す
。
生
涯
継
続
し
て
行
わ

れ
る
べ
き
医
師
の
「
教
育
」
が

初
期
研
修
の
み
あ
る
い
は
そ
の

後
の
ち
ょ
っ
と
し
た
後
期

研
修
ま
で
で
完
結
し
て
し

ま
う
か
の
よ
う
な
誤
解
が

生
じ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

初
期
研
修
を
修
了
し
た
後

の
若
手
医
師
が
大
学
に

戻
っ
て
専
門
医
資
格
や
学

位
取
得
を
目
指
す
こ
と
を

敬
遠
し
て
し
ま
い
、
若
手

医
師
の
レ
ベ
ル
低
下
の
一

因
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
首
都
圏
に
は
六
千

～
七
千
人
の
若
い
パ
ー
ト

医
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
医
者

（
常
勤
医
と
し
て
で
は
な

く
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
計

を
立
て
て
い
る
医
者
）
が

い
る
と
耳
に
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
基
礎
医
学
の

領
域
に
進
む
医
師
の
数
も
激
減

し
、
我
が
国
の
生
物
系
の
学
術

レ
ベ
ル
の
地
盤
沈
下
が
起
き
て

い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
明
る
い
話
題
も
あ
り

ま
す
。
二
〇
一
七
年
か
ら
新
し

い
専
門
医
認
定
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。
既
存
の
十
八
基
本
学
会

に
総
合
診
療
を
加
え
た
十
九
学

会
が
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
中
で
す
。
専
門
医
の
認
定
方

法
や
認
定
機
構
の
あ
り
方
な
ど

に
議
論
の
余
地
は
あ
る
よ
う
で

す
が
、
専
門
医
制
度
整
備
指
針

に
は
「
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を

持
つ
医
師
の
育
成
」
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
し
、研
修
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
到
達
目
標
に
は
「
学
問

的
姿
勢
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
専
門
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
整
備
基
準
に
は
研
究

経
験
（
主
に
臨
床
研
究
が
考
え

ら
れ
る
が
、
大
学
院
等
で
の
一

部
期
間
の
研
究
も
可
能
）
を
積

ま
せ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
新
し
い
専
門
医
認

定
制
度
を
有
効
活
用
し
、
大
学

院
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で

若
手
日
本
人
医
師
の
実
力
が
向

上
す
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て

お
り
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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平
成
二
十
六
年
四
月
よ
り
米

国
フ
ロ
リ
ダ
州
のU

niversity 
of M

iam
i

の
中
に
あ
るT

he 
M

iam
i P

roject to C
ure 

Paralysis

と
い
う
部
署
で
、

D
ietrich

教
授
の
も
と
脊
髄
再

生
の
基
礎
研
究
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。M

iam
i 

Project

は
一
九
八
五
年
、
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
名
選

手
で
あ
っ
たN

ick Buoniconti

氏
が
、
息
子M
arc

氏
が
ア
メ

フ
ト
に
て
脊
髄
損
傷
を
受
傷
し

た
の
を
契
機
に
基
金
を
設
立
し

立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
脳
・
脊
髄
の
再
生
を
目
指

し
て
い
る
世
界
有
数
の
大
規
模

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

七
階
建
て
の
建
物
の
中
で
、

二
百
人
を
超
え
る
研
究
者
、
医

師
、
理
学
療
法
士
、
各
施
設
の

ス
タ
ッ
フ
が
仕
事
を
し
て
い
ま

　

私
は
今
年
卒
後
七
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
大
学
院
へ
の
進
学

を
意
識
し
た
の
は
学
部
六
年
生

の
と
き
で
す
。
特
に
研
究
志
向

だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
は
、

初
期
研
修
後
に
ほ
ぼ
自
動
的
に

進
学
す
る
も
の
だ
と
漠
然
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
初
期
研
修
を

終
え
、
卒
後
四
年
目
か
ら
臨
床

を
離
れ
、
大
学
院
で
の
研
究
を

始
め
、
以
降
三
年
間
大
学
院
で

研
究
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

研
究
室
紹
介

整
形
外
科
学
講
座　

大
学
院
生　

山　

内　

良　

太

院
生
だ
よ
り

　

私
は
平
成
二
十
四
年
に
弘
前

大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
初
期

臨
床
研
修
医
の
平
成
二
十
五
年

に
整
形
外
科
学
講
座
に
入
局
、

同
時
に
大
学
院
医
学
研
究
科
に

入
学
致
し
ま
し
た
。
私
が
お
こ

な
っ
て
い
る
研
究
は
「
紫
外
線

照
射
に
よ
る
チ
タ
ン
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
の
骨
形
成
誘
導
効
果
の
検

討
」
で
す
。
誠
に
僭
越
な
が
ら

研
究
内
容
に
つ
い
て
、
簡
単
に

　

大
学
院
で
の
研
究
生
活
が
始

ま
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、

研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
に
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
と
、

何
が
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
か
、

ど
う
し
た
ら
解
決
で
き
る
か
を

考
え
る
よ
う
に
い
わ
れ
ま
し
た
。

前
者
は
比
較
的
容
易
で
し
た
。

PubM
ed

等
で
検
索
す
れ
ば
大

抵
の
情
報
は
入
手
で
き
ま
す
。

後
は
読
ん
で
ま
と
め
る
だ
け
で

す
。
し
か
し
、
後
者
は
大
変
で

し
た
。
答
え
を
見
つ
け
よ
う
と

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

チ
タ
ン
と
は“
軽
い
”“
強
い
” 

“
錆
び
な
い
”
と
三
拍
子
揃
っ
た

金
属
で
あ
り
、
様
々
な
産
業
分

野
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
周

知
の
通
り
で
す
。
医
療
の
分
野

で
も
生
体
用
金
属
材
料
と
し
て
、

骨
折
治
療
・
人
工
関
節
な
ど
の

整
形
外
科
領
域
や
喪
失
し
た
歯

の
代
用
な
ど
の
歯
科
領
域
で
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
チ
タ

ン
は
他
の
金
属
材
料
と
比
較
し

て
、
優
れ
た
骨
と
の
適
合
性
を

有
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

チ
タ
ン
に
紫
外
線
を
照
射
す

る
と
チ
タ
ン
と
骨
の
親
和
性
が

向
上
す
る
光
機
能
化
技
術
が
平

成
二
十
一
年
に
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
紫
外
線
を
照
射
す

る
こ
と
で
、
チ
タ
ン
表
面
で
の

骨
芽
細
胞
の
接
着
性
の
向
上
や

細
胞
増
殖
活
性
の
亢
進

を
認
め
、
よ
り
高
い
骨

結
合
能
力
が
得
ら
れ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
殺
菌
・

抗
菌
効
果
を
認
め
る
こ

と
も
わ
か
り
、
整
形
外

科
領
域
の
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
治
療
へ
の
応
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
現
在
、

動
物
実
験
と
し
て
、

ラ
ッ
ト
の
大
腿
骨
に
紫

外
線
照
射
を
施
し
た
チ
タ
ン
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
を
埋
入
し
、
骨
形

成
誘
導
効
果
を
調
査
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
同
時
に
臨
床
試
験

と
し
て
、
脊
椎
手
術
で
使
用
さ

れ
る
チ
タ
ン
製
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

に
紫
外
線
を
照
射
し
挿
入
、
術

後
の
骨
形
成
能
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

　

我
が
国
は
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
、
人
工
関
節
や
骨
折
な
ど

整
形
外
科
手
術
の
増
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
本
研
究
は
様
々
な

形
態
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
応
用

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
整
形

外
科
手
術
の
さ
ら
な
る
発
展
に

寄
与
で
き
る
こ
と
を
信
じ
て
、

日
夜
研
究
に
挑
ん
で
お
り
ま

す
。“
肌
の
天
敵
”
と
言
わ
れ

て
い
る
紫
外
線
が
“
骨
に
最

適
”
と
言
わ
れ
る
日
が
来
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

図２　整形インプラント

図１　紫外線照射器

マ
イ
ア
ミ
大
学
留
学
報
告

整
形
外
科　

田　

中　
　
　

直

す
。そ
の
中
に
は
理
学
療
法
室
、

オ
フ
ィ
ス
、
実
験
室
、
動
物
実

験
施
設
、
講
演
会
用
の
ホ
ー
ル

な
ど
が
あ
り
、
一
つ
の
建
物
で

基
礎
研
究
か
ら
臨
床
研
究
ま
で
、

皆
が
一
丸
と
な
っ
て
研
究
を

行
っ
て
い
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　

基
礎
研
究
分
野
は
、
二
十
を

超
え
る
研
究
責
任
者
（PI; 

Principal investigator

）

を
核
と
し
て
、Ph.D

ス
タ
ッ
フ
、

ポ
ス
ド
ク
、
留
学
生
、
大
学
院

生
、
学
部
学
生
が
配
属
さ
れ
、

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
研
究

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。M

iam
i 

Project

で
は
、「
神
経
科
学
者

を
世
界
各
地
に
送
り
出
す
こ
と

で
、
世
界
中
で
神
経
再
生
と
い

う
難
題
に
立
ち
向
か
お
う
」
と

い
う
理
念
の
も
と
世
界
各
地
か

ら
研
究
者
・
留
学
生
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
ラ
ボ
は
非
常
に
国

際
色
に
富
ん
だ
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
、
大

学
院
生
と
し
て
弘
前
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科 

脳
神
経
病
理

学
講
座
へ
国
内
留
学
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
、
中
村
と
申
し

ま
す
。私
は
初
期
研
修
終
了
後
、

金
沢
大
学
大
学
院
医
薬
保
健
学

総
合
研
究
科 

脳
老
化
・
神
経

病
態
学
講
座
へ
入
局
し
、
神
経

内
科
医
と
し
て
勤
務
し
な
が

ら
、
同
大
学
の
博
士
課
程
へ
進

学
し
ま
し
た
。
こ
の
度
神
経
病

理
の
勉
強
と
研
究
を
さ
せ
て
頂

く
た
め
、
博
士
課
程
三
年
次
よ

り
こ
ち
ら
の
脳
神
経
病
理
学
講

座
へ
国
内
留
学
し
て
お
り
ま
す
。

　

弘
前
大
学
で
の
私
の
活
動

は
、
ま
ずBrain cutting

に
参

加
し
、
そ
の
病
理
診
断
書
作
成

を
行
う
こ
と
で
す
。
担
当
症
例

は
、
原
疾
患
が
神
経
疾
患
の
場

弘
前
大
学
大
学
院
に

�

国
内
留
学
し
て

金
沢
大
学
大
学
院
医
薬
保
健
学

総
合
研
究
科
三
年　

中　

村　

桂　

子

多
数
の
論
文
を
読
む
の
で
す
が
、

論
文
は
既
に
明
ら
か
な
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
だ
け
で
す
。
結

局
自
分
の
頭
で
考
え
る
他
は
な

く
な
る
の
で
す
が
、
既
知
の
情

報
の
枠
か
ら
中
々
抜
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
自
分
で
考
え
る

こ
と
の
難
し
さ
、
重
要
さ
を
、

大
学
院
で
再
認
識
し
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

初
期
研
修
の
間
は
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
知
っ

て
い
る
か
、
実
行
で
き
る
か
が

当
面
の
目
標
で
す
。
そ
れ
が
必

要
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
日
々

の
臨
床
で
次
第
に
滓
の
よ
う
に

た
ま
っ
て
く
る
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
書
い
て
い
な
い
疑
問
を
、

自
分
で
解
決
は
で
き
ま
せ
ん
。

自
分
で
考
え
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
大
学
院
で
の

研
究
生
活
は
、
研
究
者
や
専
門

家
を
目
指
す
第
一
歩
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
と
共
に
、
自
分
で

考
え
る
こ
と
を
再
び
始
め
る
、

動
的
な
過
程
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

臨
床
研
究
と
し
て

は
、
シ
ュ
ワ
ン
細
胞
移

植
、
ヒ
ト
神
経
幹
細
胞

移
植
な
ど
、
脊
髄
再
生

を
目
的
と
し
た
い
く
つ

か
の
治
験
が
進
行
中
で

す
。
私
は
こ
れ
ま
で
整

形
外
科
医
と
し
て
様
々

な
脊
損
患
者
様
の
初
療

か
ら
手
術
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

治
療
に
限
界
が
あ
る
こ

と
の
悔
し
さ
を
、
患
者

様
と
共
に
感
じ
る
場
面

に
幾
度
と
な
く
遭
遇
し

て
き
ま
し
た
。
中
枢
神

経
を
完
全
に
回
復
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
は
私
た
ち
人
類

に
と
っ
て
ま
だ
ま
だ
乗
り
越
え

ら
れ
な
い
大
き
な
壁
で
す
が
、

「N
ever give up

」
を
合
言
葉

に
日
々
研
究
に
励
ん
で
い
る

人
々
を
目
の
当
た
り
に
す
る

と
、
そ
う
遠
く
な
い
未
来
に
そ

れ
が
可
能
と
な
る
時
代
が
訪
れ

合
も
あ
る
の
で
す
が
、
偶
然
変

性
疾
患
が
見
つ
か
っ
た
り
、
外

傷
や
脳
出
血
な
ど
神
経
内
科
単

独
で
は
な
か
な
か
担
当
で
き
な

い
症
例
で
あ
っ
た
り
し
、
幅
広

く
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
何
例
も
受
け
持
ち
ま

し
た
が
、
基
本
や
病
態
を
理
解

す
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
で
あ

る
か
、
毎
回
痛
感
し
ま
す
。
ど

ん
な
症
例
か
ら
で
も
学
べ
る
こ

と
は
沢
山
あ
り
、
自
ら
貪
欲
に

学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

研
究
面
で
は
、
シ
ヌ
ク
レ
イ

ノ
パ
チ
ー
を
対
象
に
い
く
つ
か

テ
ー
マ
を
頂
き
、
免
疫
染
色
や

ウ
ェ
ス
タ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
を
使
い

な
が
ら
実
験
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
研
究
素
人
の
私
に
、

先
生
方
は
方
法
や
手
順
、
考
え

る
か
も
し
れ
な
い
と
希
望
が
湧

い
て
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
ラ
ボ
の
玄
関
口
に

あ
る
噴
水
に
刻
ま
れ
て
い
る
言

葉
を
紹
介
し
ま
す
。
映
画「
ス
ー

パ
ー
マ
ン
」
の
主
役
を
演
じ
、
後

に
落
馬
に
よ
り
頚
髄
損
傷
を
受

傷
し
半
身
不
随
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
俳
優Christopher Reeve

の
言
葉
で
す
。「So m

any of 
our dream

s at first seem
 

im
possible, then they seem

 
im

probable, and then, w
hen 

w
e sum

m
on the w

ill, they 
soon becom

e inevitable

」（
多

く
の
夢
は
、
初
め
は
不
可
能

で
、
起
こ
り
そ
う
に
な
い
こ
と

の
よ
う
に
思
え
る
が
、
我
々
が

意
志
を
奮
い
立
た
せ
る
と
き
、

そ
れ
は
必
然
と
な
る
）。
留
学

を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

関
係
者
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

方
な
ど
、
お
忙
し
い
中
一
か
ら

丁
寧
に
御
指
導
し
て
下
さ
り
、

と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
は
ま
だ
目
の
前
の
標
本
を
見

て
、
考
え
、
次
の
計
画
を
立
て

る
と
い
う
流
れ
に
付
い
て
行
く

の
に
た
だ
た
だ
必
死
な
状
態
で

す
が
、
新
知
見
を
見
つ
け
た
時

は
嬉
し
く
、
し
か
も
そ
れ
を
基

に
研
究
さ
せ
て
頂
け
る
の
は
と

て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
自
分
で
考
え
て
計

画
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
少
し

で
も
早
く
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

た
い
も
の
で
す
。

　

以
上
、
誠
に
僭
越
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
国
内
留
学
の
模
様

を
簡
単
に
記
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

二
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
す
が
、
科
学
者
と
し

て
の
考
え
方
や
知
識
を
出
来
る

限
り
身
に
付
け
、
還
元
す
る
こ

と
、
そ
れ
が
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
へ
の
最
大
の
恩
返
し
だ
と

思
い
、
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

博
士
号
を
取
得
し
て

分
子
病
態
病
理
学
講
座　

佐　

藤　

次　

生

教
員
だ
よ
り
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
呼

吸
器
内
科
の
森
本
で
す
。
私
は

昨
年
九
月
か
ら
、
カ
ナ
ダ
の
オ

ン
タ
リ
オ
州
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
あ

る
マ
ッ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
に
留

学
し
て
お
り
ま
す
。

　

オ
ン
タ
リ
オ
州
ハ
ミ
ル
ト
ン

は
五
大
湖
の
最
下
流
、
オ
ン
タ

リ
オ
湖
に
面
し
た
都
市
で
す
。

ト
ロ
ン
ト
か
ら
西
に
約
70
㎞
、

車
で
一
時
間
の
場
所
に
あ
り
、

人
口
は
約
五
十
万
人
で
す
。
冬

は
弘
前
よ
り
寒
く
、
こ
の
原
稿

作
成
時
の
二
月
中
頃
は
、
気
温

が
マ
イ
ナ
ス
20
度
以
下
、
体
感

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
30
度
以
下
ま

で
下
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

雪
は
あ
ま
り
な
く
、
雪
か
き
も

ほ
ぼ
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光

地
と
し
て
は
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝

が
約
70
㎞
、
車
で
一
時
間
の
場

所
に
あ
り
ま
す
。

　

大
学
は
市
中
心
か
ら
少
し
離

れ
て
お
り
、
土
地
も
広
大
で
学

部
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
私

の
研
究
室
は
、
小
児
科
の
専
門

病
院
、
医
学
部
の
研
究
室
、
看

護
学
科
の
講
義
室
が
一
緒
に

な
っ
た
建
物
に
あ
り
ま
す
（
内

科
の
病
院
は
市
中
心
に
別
に
あ

り
ま
す
）。
研
究
室
に
は
現
在

カ
ナ
ダ
の
他
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
中
国
か
ら

の
フ
ェ
ロ
ー
が
自
分
の
他
に
お

り
、
大
学
院
生
等
も
合
わ
せ
て

十
二
人
程
が
従
事
し
て
い
ま
す
。

研
究
主
体
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
喘

息
の
病
態
解
明
で
す
。
患
者
の

検
体
と
し
て
喀
痰
、
血
液
、
骨

髄
、
気
管
支
鏡
で
の
気
道
生
検

検
体
な
ど
用
い
て
お
り
、
特
徴

は
ア
レ
ル
ギ
ー
負
荷
試
験
前
後

の
評
価
で
す
。
更
に
細
胞
培
養

を
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま

す
。私
が
最
も
驚
い
た
こ
と
は
、

研
究
専
門
技
術
者
が
多
い
こ
と

で
す
。
当
研
究
室
に
は
、
症
例

の
リ
ク
ル
ー
ト
、
同
意
取
得
、

肺
機
能
測
定
、
検
体
採
取
、
喀

痰
の
基
本
的
処
理
を
行
う
た
め

に
、
研
究
専
門
技
術
者
と
し
て

六
人
働
い
て
い
ま
す
。彼
ら
が
、

当
研
究
室
で
の
研
究
だ
け
で
な

く
、
世
界
的
な
多
施
設
共
同
研

究
に
参
加
す
る
際
の
実
働
隊
と

も
な
り
、
症
例
の
収
集
や
デ
ー

タ
管
理
な
ど
も
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
恵
ま
れ
た
状
況
を
見

る
と
、
い
い
研
究
も
で
き
そ
う

な
気
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、
は

て
さ
て
…
。

　

現
時
点
で
一
番
よ
か
っ
た
こ

と
は
、
あ
ま
り
周
囲
の
目

を
気
に
し
す
ぎ
ず
に
自
分

の
ペ
ー
ス
で
物
事
を
考

え
、
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
研

究
室
で
い
ろ
ん
な
意
見
を

言
い
合
う
中
で
も
、
相
手

の
考
え
を
聞
く
風
潮
が
あ

り
、
間
違
っ
て
い
て
も
自

分
の
意
見
を
言
い
や
す

く
、
大
き
な
誤
り
は
正
し

て
く
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で

い
て
細
々
し
す
ぎ
ず
に
の

び
の
び
と
仕
事
を
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
そ
の
分
自
分

　

私
は
現
在
、
大
韓
民
国
ソ
ウ

ル
特
別
市
に
隣
接
す
る
高
陽
市

に
あ
る
韓
国
国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
の
胃
癌
外
科
に
留
学
し
て

い
ま
す
。
こ
の
留
学
の
き
っ
か

け
は
、
一
昨
年
の
春
に
当
セ
ン

タ
ー
のY

oung W
oo K

im

先

生
が
講
演
の
た
め
に
来
弘
さ
れ

た
こ
と
で
し
た
。
同
年
の
十
月

に
当
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
す
る
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
病
院

内
を
見
学
し
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

と
直
接
話
を
し
て
、
こ
こ
に
留

学
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
の
も

と
、
昨
年
九
月
一
日
よ
り
留
学

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

韓
国
は
日
本
と
同
様
に
胃
癌

の
発
症
率
が
高
い
国
で
、
最
近

の
国
家
主
導
の
検
診
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
お
か
げ
で
早
期
に
発
見
さ

れ
る
症
例
が
著
し
く
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
数
の
腹

腔
鏡
下
胃
切
除
が
行
わ
れ
て
お

り
、
技
術
や
研
究
に
お
い
て
発

展
し
て
い
ま
す
。
ソ
ウ
ル
周
辺

に
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
ソ

ウ
ル
大
学
病
院
、
ソ
ウ
ル
大
学

ブ
ン
ダ
ン
病
院
、
ヨ
ン
セ
イ
大

学
セ
ブ
ラ
ン
ス
病
院
、
サ
ム
ス

ン
ア
サ
ン
病
院
と
い
う
大
規
模

な
病
院
が
あ
り
、
年
間
千
件
を

超
え
る
胃
癌
手
術
を
行
っ
て
い

る
病
院
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
当

セ
ン
タ
ー
で
は
年
間
七
百
五
十

～
八
百
件
の
胃
癌
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。
高
速
鉄
道
網
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
韓
国

の
主
な
地
域
か
ら
ソ
ウ
ル
へ
は

約
三
時
間
以
内
で
ア
ク
セ
ス
可

能
な
た
め
、
韓
国
国
内
の
多
く

の
胃
癌
症
例
は
、
ソ
ウ
ル
周
辺

の
病
院
で
手
術
を
受
け
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
附
属
病
院
、

研
究
セ
ン
タ
ー
、
検
診
セ
ン

タ
ー
そ
し
て
大
学
院
の
４
つ
の

セ
ン
タ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
が
所
属
す
る
胃
癌
外
科

はY
oung W

oo K
im

先
生
を

筆
頭
と
し
て
四
人
の
ス
タ
ッ

フ
、
一
人
の
フ
ェ
ロ
ー
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
一

～
二
か
月
で
交
代
す
る
レ
ジ
デ

ン
ト
一
人
、
一
か
月
交
替
の
イ

ン
タ
ー
ン
二
人
と
い
う
メ
ン

バ
ー
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
四
人

で
す
が
、
実
際
に
執
刀
す
る
の

は
主
に
二
人
な
の
で
、
多
い
と

き
は
一
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
日

カ
ナ
ダ
で
の
研
究
環
境
に
つ
い
て

循
環
器
内
科
，
呼
吸
器
内
科
，
腎
臓
内
科

講
師　

森　

本　

武　

史

韓
国
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

�

胃
癌
外
科
留
学
だ
よ
り

消
化
器
外
科
，
乳
腺
外
科
，
甲
状
腺
外
科

助
教　

久　

保　

寛　

仁

英
国
リ
ー
ズ��St.�Jam

es
s̓

�
�U
niversity�H

ospital

か
ら

消
化
器
外
科
，
乳
腺
外
科
，
甲
状
腺
外
科

講
師　

木　

村　

憲　

央

の
負
う
責
任
も
大
き
い
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
今
は
そ
れ
以
上

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
半
年
し
か
経
過
し
て
お

ら
ず
、
こ
れ
か
ら
公
私
と
も
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
さ
ら
に
起
こ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
残
り
の

期
間
を
無
事
に
充
実
し
て
終
了

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
そ
の

結
果
、
帰
国
後
職
場
に
一
つ
で

も
二
つ
で
も
、
よ
り
多
く
の
こ

と
を
還
元
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
れ
ば
い
い
な
あ
と
考
え
て

い
ま
す
。
最
後
に
、
今
回
私
の

留
学
を
許
可
い
た
だ
い
た
、
奥

村
先
生
、
高
梨
先
生
は
じ
め
、

呼
吸
器
内
科
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

二
〇
一
四
年
十
月
よ
り
、英

国
リ
ー
ズ
大
学
管
轄
のSt. 

Jam
es̓s U

niversity H
ospital

にvisiting doctor

と
し
て
臨

床
留
学
し
て
い
ま
す
。
リ
ー
ズ

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
ウ
ェ
ス

ト
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
州
に
あ
る
人
口

七
十
五
万
人
ほ
ど
の
中
規
模
都

市
で
、
ロ
ン
ド
ン
と
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
首
都
・
エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
の
ち
ょ
う
ど
真
ん

中
ぐ
ら
い
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
リ
ー
ズ
大
学
を
は

じ
め
三
つ
の
大
き
な
大
学

が
あ
る
た
め
学
園
都
市
と

し
て
の
性
格
が
強
く
、
街

中
は
若
者
や
多
国
籍
な

人
々
で
溢
れ
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
、
私
はH

PB and 
T

ransplant

（
肝
胆
膵
及

び
移
植
）
部
門
に
所
属

し
、
袴
田
教
授
の
友
人
で

あ
るPeter Lodge

教
授

の
も
と
、
手
術
を
中
心
と
し
た

研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。Peter Lodge

教
授

は
、
私
の
渡
英
前
に
自
ら
ア

パ
ー
ト
の
手
配
な
ど
し
て
く
れ

た
り
、
私
の
拙
い
英
語
に
も

ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
会
話
し
て
く

れ
た
り
と
、
ま
さ
にBritish 

Gentlem
an

と
い
う
言
葉
が

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

四
件
執
刀
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

検
診
で
早
期
発
見
さ
れ
る
症

例
が
多
い
た
め
、
腹
腔
鏡
手
術

の
症
例
が
三
分
の
二
を
占
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
適
応
が

な
い
た
め
症
例
数
は
少
な
い
で

す
が
、
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
」
を
用
い
た
手
術
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。K

im

先
生

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
手
術
に
は

非
常
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
想
像
し
て

い
た
よ
り
た
く
さ
ん
の
症
例
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

た
め
臨
床
研
究
も
た
く
さ
ん
行

わ
れ
て
お
り
、
学
術
的
な
研
究

も
活
発
で
あ
る
た
め
、
手
術
以

外
の
こ
と
も
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
す
。
毎
週
、
内
視
鏡
医
・

外
科
医
・
病
理
医
・
放
射
線
科

医
・
腫
瘍
内
科
医
で
構
成
さ
れ

る
胃
癌
セ
ン
タ
ー
で
の

M
ultidisciplinary conference

が
行
わ
れ
て
お
り
、
問
題
症
例

を
提
示
し
て
治
療
の
選
択
肢
や

的
確
な
診
断
に
つ
い
て
討
論
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
抄

読
会
や
基
礎
研
究
の
結
果
報
告

会
、
ソ
ウ
ル
大
学
と
の
テ
レ
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
も
週
に
一

度
行
わ
れ
て
い
て
、
す
べ
て
が

英
語
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
外
、
特
に
韓
国
に
滞
在
し

て
初
め
て
思
う
こ
と
は
、
日
本

が
い
か
に
大
き
な
国
で
あ
る

か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
土

面
積
・
人
口
・
経
済
力
の
い
ず

れ
も
韓
国
を
大
き
く
凌
駕
し
て

お
り
、
医
学
の
分
野
で
も
リ
ー

ド
し
て
い
る
部
分
が

多
い
と
感
じ
ま
す
。

実
際
、
韓
国
か
ら
研

究
を
発
表
す
る
と
き

も
、
日
本
の
今
ま
で

の
研
究
と
の
比
較
な

ど
を
行
う
こ
と
が
多

く
、
韓
国
か
ら
見
る

と
世
界
に
発
信
す
る

た
め
に
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
壁
の
よ
う
に
感
じ

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
韓

国
の
人
た
ち
は
世
界
に
目
を
向

け
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
、
向

上
心
が
非
常
に
強
い
で
す
。
そ

こ
に
多
数
の
症
例
を
抱
え
る
こ

と
が
で
き
る
大
規
模
病
院
が
た

く
さ
ん
あ
る
た
め
、
臨
床
研
究

も
た
く
さ
ん
行
わ
れ
結
果
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
う
っ
か
り
す

る
と
日
本
の
医
療
は
韓
国
に
置

い
て
行
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
す
べ
て
同
じ
こ
と
を
日
本

に
帰
っ
て
か
ら
す
る
こ
と
は
物

理
的
に
で
き
ま
せ
ん
が
、
視
野

を
広
く
持
っ
て
仕
事
に
勤
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
留
学
の
機
会
を

作
っ
て
下
さ
っ
た
消
化
器
外
科

学
講
座
の
袴
田
健
一
教
授
、
未

熟
な
私
の
訪
問
を
親
切
に
も
受

け
入
れ
て
下
さ
っ
た
韓
国
国
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
のY

oung W
oo 

K
im

先
生
、
そ
し
て
こ
の
繋
が

り
を
築
い
て
下
さ
っ
た
青
森
市

民
病
院
外
科
の
川
﨑
仁
司
先
生

を
は
じ
め
、
不
在
中
の
業
務
の

負
担
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
消

化
器
外
科
の
先
生
方
、
在
韓
中

に
ご
指
導
下
さ
っ
たKeun W

on 
Ryu

先
生
と
そ
の
他
の
ス
タ
ッ

フ
の
先
生
方
、
手
術
室
ス
タ
ッ

フ
、
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
韓
国

の
皆
さ
ん
、
様
々
な
手
続
き
を

行
っ
て
い
た
だ
い
た
教
室
秘
書

の
皆
様
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
す
べ
て
の
患
者
様
、
そ
し

て
不
在
中
の
家
を
守
っ
て
く
れ

た
家
族
に
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
心
か
ら
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ぴ
っ
た
り
な
人
柄
で
す
。　
　

　

彼
は
世
界
的
な
肝
胆
道
外
科

の
権
威
で
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
州

を
中
心
に
多
く
の
症
例
が
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
日

本
で
は
少
な
い
脳
死
肝
移
植
な

ど
も
、
年
間
約
百
五
十
例
と
い

う
驚
異
的
な
症
例
数
を
経
験
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
由
来
の
肝
癌
が
多
い
日
本

と
は
異
な
り
、
飲
酒
文
化
の
違

い
か
ら
か
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎

や
脂
肪
肝
炎
を
ベ
ー
ス
と
し
た

肝
癌
や
急
性
膵
炎
症
例
に
対
す

る
手
術
も
多
く
、
大
変
勉
強
に

な
り
ま
す
。
特
に
、
ア
ル
コ
ー

ル
性
肝
炎
の
多
さ
に
は
驚
愕
さ

せ
ら
れ
、
私
事
で
す
が
個
人
的

に
若
干
お
酒
を
控
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
手
術
に

関
し
て
は
特
別
な
技
術
を
要
し

た
り
、
最
先
端
な
手
術
器
具
を

使
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
日
本
の
医
療
技
術
と
特
に

変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
当

科
の
外
科
技
術
の
方
が
遥
か
に

優
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
外
科

医
の
半
数
以
上
が
過
去
に
英
国

が
旧
宗
主
国
で
あ
っ
た
イ
ン
ド

や
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
か
ら
の
移

民
の
医
師
で
あ
り
、
皆
責
任
役

職
に
つ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
の
他
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
Ｅ

Ｕ
諸
国
、
イ
ラ
ク
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
香
港
と
、
実
に
様
々

な
国
出
身
の
医
師
が
働
い
て
お

り
、カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
様
々

な
訛
り
の
英
語
が
飛
び
交
っ
て

い
ま
す
。
当
初
「
白
人
の
国
で

あ
る
英
国
は
、
最
近
移
民
問
題

に
頭
を
悩
ま
せ
て
、
移
民
に
対

し
て
非
常
に
厳
し
い
」
と
の
認

識
で
来
た
の
で
す
が
、
医
療
現

場
で
の
異
な
る
状
況
に
び
っ
く

り
い
た
し
ま
し
た
。
ふ
と
気
が

つ
く
と
、
器
械
出
し
や
外
回
り

ナ
ー
ス
が
白
人
な
の
に
、
手
術

医
師
が
全
て
イ
ン
ド
人
で
、
こ

こ
は
本
当
に
英
国
な
の
か
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先
日
脳
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れ
る
網
膜
微
小
循
環
障
害
と
そ

し
て
網
膜
剥
離
な
ど
の
網
膜
硝

子
体
疾
患
に
焦
点
を
絞
っ
て
研

究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
網

膜
色
素
変
性
に
関
し
て
は
不
肖

私
こ
と
中
澤
満
が
中
心
と
な
っ

て
研
究
を
主
導
し
、
こ
れ
ま
で

に
 1
網
膜
色
素
変
性
の
原
因
と

し
てG

U
CA

1B

遺
伝
子
変
異

の
三
家
系
を
そ
の
臨
床
像
と
と

も
に
世
界
で
初
め
て
報
告
、
 2

治
療
面
で
は
、
網
膜
色
素
変
性

の
進
行
抑
制
を
目
的
と
し
た
カ

ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
ニ
ル
バ
ジ
ピ

ン
の
効
果
を
各
種
の
網
膜
変
性

モ
デ
ル
動
物
で
明
ら
か
に
し
た

後
、
医
師
主
導
臨
床
試
験
に

よ
っ
て
そ
の
効
果
を
確
認
、
 3

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
カ
ル
パ
イ
ン

抑
制
ペ
プ
チ
ド
に
よ
る
新
し
い

視
細
胞
や
視
神
経
保
護
療
法
を

本
学
農
学
生
命
科
学
部
や
岩
手

大
学
と
共
同
で
開
発
し
動
物
実

験
で
効
果
を
確
認
（
特
許
申
請

中
）、
 4R

PE
65

ノ
ッ
ク
ア
ウ

　

病
理
生
命
科
学
講
座
は
、
一

九
五
〇
年
に
病
理
学
第
二
講
座

と
し
て
開
講
さ
れ
、
二
〇
〇
七

年
の
大
学
院
部
局
化
・
重
点
化

で
現
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
六

十
五
年
の
長
き
歴
史
を
有
す
る

講
座
で
、
初
代　

臼
渕　

勇
教

授
（
任
期 

一
九
五
〇
～
一
九

八
一
）、
第
二
代　

工
藤　

一

教
授
（
任
期 

一
九
八
一
～
二

〇
〇
三
）
で
あ
り
、
二
〇
〇
四

年
に
鬼
島
へ
と
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。

【
講
座
の
理
念
と
実
績
】

　

講
座
の
理
念
は
、
腫
瘍
病
理

の
教
育
・
研
究
を
推
進
し
て
、

病
理
学
の
神
髄
に
迫
る
こ
と
で

す
。

　

臼
渕
教
授
は
、
癌
培
養
系
の

確
立
（
癌
の
実
験
的
解
析
と
癌

細
胞
の
培
養
系
樹
立
）、
お

よ
び
癌
化
学
療
法
（
癌
に
対

す
る
薬
剤
治
療
の
研
究
と
薬

剤
耐
性
の
解
明
）
の
研
究
で

成
果
を
あ
げ
ら
れ
、
工
藤
教

授
は
、
抗
腫
瘍
免
疫
（
癌
に

対
す
る
リ
ン
パ
球
の
反
応
）、

お
よ
び
癌
の
転
移
機
序
（
癌

の
リ
ン
パ
節
転
移
や
肝･

肺

転
移
モ
デ
ル
に
よ
る
解
析
）

の
研
究
で
成
果
を
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
、
弘
前
肉
腫

の
樹
立
（
一
九
五
一
年
）
は
、

腫
瘍
病
理
学
の
金
字
塔
と
な

り
、
学
問
の
場
で
国
際
的
に

“H
irosaki

”
の
名
を
広
め
た

第
一
号
と
も
い
え
ま
す
（
弘

前
大
学
広
報
誌 

ひ
ろ
だ
い 

vol.
１
、 

二
〇
〇
三
年 

「
学
長

に
聞
く
」
参
照
）。

【
最
近
の
研
究
】

１
．
病
態
に
お
け
る
時
計
遺

伝
子
の
機
能
解
析
：
時
計

遺
伝
子
産
物
は
、hH

LH

型

転
写
因
子
と
し
て
機
能
し
、

腫
瘍
の
増
殖
・
進
展
に
お
け

る
細
胞
増
殖
・
抗
ア
ポ
ト
ー

シ
ス
・
血
管
新
生
に
関
わ
る

こ
と
を
解
明
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

２
．
ヒ
ト
腫
瘍
の
増
殖
・
進
展

の
機
序
解
析
と
病
理
診
断
：

消
化
器
癌
・
乳
腺
甲
状
腺

癌
・
泌
尿
器
癌
な
ど
に
お
け

る
増
殖
・
分
化
・
転
移
の
特

性
を
病
理
形
態
学
的
に
解
析

し
、
そ
の
機
序
を
解
明
す
る

と
と
も
に
、
病
理
診
断
へ
と

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

前
者
（
実
験
病
理
）
と
後
者

（
人
体
病
理
）
の
融
合
し
た
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
腫
瘍
病
理
学
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

【E
v

id
e

n
c

e
-C

re
a

tiv
e 

P
athology （

Ｅ
Ｃ
Ｐ
）】

　

Evidence-Based M
edicene 

（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
）: 

現
在
の
医
療
は
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
療

の
進
歩
を
支
え
る
新
た
な
根
拠

病
理
生
命
科
学
講
座

眼

科

学

講

座

病
理
生
命
科
学
講
座　

教
授　

鬼　

島　
　
　

宏

眼
科
学
講
座　

教
授　

中　

澤　
　
　

満

死
ド
ナ
ー
の
肝
採
取
に
行
っ
た

と
き
も
、
イ
ン
ド
人
、
パ
キ
ス

タ
ン
人
、
日
本
人
（
私
）
と
い

う
多
国
籍
メ
ン
バ
ー
で
の
手
術

で
し
た
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｄ
Ｔ 
（M

ultidis-
ciplinary T

eam

） m
eeting

と

い
う
、
外
科
医
、
内
科
医
、
内

視
鏡
医
、
腫
瘍
内
科
医
、
放
射

線
科
医
、
病
理
医
に
よ
る
合
同

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
、
毎

週
、
肝
・
膵
・
移
植
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎

朝
八
時
か
ら
三
時
間
、
長
け
れ

ば
四
時
間
ぐ
ら
い
続
く
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
の
長
さ
に
は
閉
口

し
ま
し
た
が
、
各
科
の
壁
を
取

り
払
い
、
各
分
野
の
専
門
医
達

が
一
同
に
介
し
て
一
例
一
例
の

治
療
方
針
を
決
定
す
る
方
法

は
、
結
果
と
し
て
患
者
主
体
の

医
療
と
な
り
得
る
非
常
に
優
れ

た
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
い
ま
し

た
。
患
者
もM

D
T

 m
eeting

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
ら

し
く
、外
来
で
医
師
か
ら「M

D
T

 
m

eeting

で
貴
方
の
治
療
方
針

を
決
定
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
、

安
心
し
て
い
る
印
象
を
受
け
ま

し
た
。

　

さ
て
、
病
棟
業
務
に
関
し
て

は
、「
主
治
医
が
時
間
外
も
休

日
も
患
者
を
診
る
」
シ
ス
テ
ム

と
は
若
干
違
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
当
番
医
は
い
る
の
で
す
が
、

基
本
的
に
は
平
日
十
七
時
以
降

と
土
日
は
フ
リ
ー
、
年
休
は
六

週
間
ど
の
よ
う
に
と
っ
て
も
い

い
、
と
い
うO

n/O
ff

を
は
っ

き
り
と
分
け
た
シ
ス
テ
ム
で

す
。
土
日
も
働
く
日
本
人
の
私

に
は
ど
う
も
理
解
し
が
た
く
、

「
手
術
し
た
患
者
は
心
配
で
は

な
い
の
か
？
」
と
同
僚
に
聞
く

と
、「
当
番
医
が
診
る
か
ら
問

題
な
い
。O

ff

は
家
族
と
過
ご

し
、
年
休
は
寒
い
英
国
を
抜
け

出
し
外
国
へ
遊
び
に
行
く
。
日

本
人
は
働
き
過
ぎ
だ
。」
と
一

掃
さ
れ
ま
し
た
。
折
角
な
の
で

私
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
便
乗
さ

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

眼
科
学
教
室
は

診
療
科
と
し
て
の

眼
科
と
大
学
院
研

究
科
の
眼
科
学
講

座
と
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
診
療

面
で
は
附
属
病
院

へ
紹
介
さ
れ
る
外

眼
部
か
ら
網
膜
・

視
神
経
ま
で
の
す

べ
て
の
疾
患
の
内

科
的
お
よ
び
外
科

的
診
療
を
担
当
し

ま
す
が
、
研
究
で

は
主
と
し
て
網
膜

疾
患
の
病
態
と
治

療
を
主
眼
と
し
て

活
動
し
て
い
ま

す
。
網
膜
疾
患
と

言
っ
て
も
か
な
り

広
範
囲
に
亘
り
ま

す
が
、
当
講
座
で
は
網
膜
色
素

変
性
に
代
表
さ
れ
る
遺
伝
性
網

膜
変
性
疾
患
、
糖
尿
病
網
膜
症

や
網
膜
静
脈
閉
塞
症
に
代
表
さ

を
創
成
す
る
の
も
病
理
学
に
課

せ
ら
れ
た
役
目
と
自
覚
せ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
（
Ｅ
Ｃ
Ｐ
は
、
鬼

島
の
造
語
）。

　

最
近
は
、
胆
道
癌
Ｅ
Ｂ
Ｍ
に

不
可
欠
な
「
胆
道
癌
取
扱
い
規

約 

（
二
〇
一
三
年
）」
お
よ
び

「
胆
道
癌
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

（
二
〇
一
四
年
）」
の
作
成
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
、
弘
前
発
エ

ビ
デ
ン
ス
を
少
な
か
ら
ず
発
信

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

【D
epartm

ent P
olicy

】

教
育
・
研
究
・
診
断
三
位
一
体

１
．
仕
事
に
最
大
限
の
集
中
を

（
研
究
室
内
で
の
携
帯
電

話
・
ス
マ
ホ
厳
禁
）

２
．
日
々
の
作
業
に
手
を
抜
か

な
い
（
で
き
な
い
と
言
う
前

に
、
手
を
つ
け
半
歩
前
進
）

３
．
情
報
交
換
を
大
切
に
（
挨

拶
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
始
ま
り
）

　

病
理
学
で
は
、
病
態
の
真
理

は
講
座
外
に
有
ら
ず
、
顕
微
鏡

標
本
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
真
理
を
抽
出

ラット用光干渉断層計で解析中の安達功武、髙橋静両大学院生

臼渕　勇　教授 工藤　一　教授

せ
て
頂
き
、
休
み
の
と
き
は

時
々British Pub

に
繰
り
出

し
た
り
、
土
日
は
近
隣
の
街
を

観
光
し
た
り
と
そ
れ
な
り
に
異

国
生
活
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
英
国
の
こ
の

時
期
は
、
雪
は
降
ら
な
い
も
の

の
と
て
も
寒
く
、
毎
日
の
よ
う

に
雨
が
降
り
ま
す
。
日
没
は

十
五
時
三
十
分
と
日
中
が
短
い

の
で
す
が
、
逆
に
こ
れ
が
英
国

ら
し
い
？ 

と
思
い
な
が
ら
ダ

ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
傘
を
肌
身

離
さ
ず
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

英
国
リ
ー
ズ
で
経
験
し
た
医

療
技
術
、M

D
T

 m
eeting

な

ど
の
診
療
シ
ス
テ
ム
、
様
々
な

国
の
医
師
と
の
交
流
で
得
た
国

境
を
越
え
た
人
間
関
係
な
ど

を
、
帰
国
後
に
少
し
で
も
弘
前

大
学
の
医
療
水
準
の
向
上
や
国

際
交
流
の
た
め
に
役
立
て
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

し
、
い
か
に
証
明
す
る
か
を
講

座
内
で
議
論
し
て
、
エ
ビ
デ
ン

ス
と
す
る
か
が
大
切
で
あ
る
こ

と
か
ら
、こ
の
よ
う
な
ポ
リ
シ
ー

を
講
座
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

教
員
数
が
限
ら
れ
た
基
礎
医

学
講
座
で
は
、
講
座
の
活
力

は
、
大
学
院
生
・
学
部
学
生
に

支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
〇

〇
四
年
は
八
名
の
当
講
座
が
、

現
在
は
二
十
七
名
と
三
倍
以
上

の
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。
改

め
ま
し
て
、
病
理
で
大
学
院
研

究
を
行
う
よ
う
に
ご
配
慮
い
た

だ
い
て
い
る
臨
床
各
科
の
先
生

方
に
深
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
病
理
生
命
科
学
講
座

一
同
、
元
気
に
目
標
に
向
か
っ

て
邁
進
し
て
ゆ
き
ま
す
。

ト
マ
ウ
ス
を
用
い
た
錐
体
オ
プ

シ
ン
の
分
子
病
態
と
９
－
シ
ス

－
レ
チ
ナ
ー
ル
お
よ
び
ド
ナ
リ

エ
ラ
に
よ
る
改
善
効
果
を
報

告
、
な
ど
の
業
績
を
挙
げ
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
動
物
用
の
光

干
渉
断
層
計
と
い
う
生
体
で
網

膜
断
面
を
あ
た
か
も
組
織
標
本

の
よ
う
に
観
察
で
き
る
装
置
を

導
入
し
て
変
性
動
物
の
自
然
経

過
と
治
療
に
よ
る
介
入
効
果
を

比
較
検
討
中
で
す
（
写
真
）。

　

網
膜
微
小
循
環
関
連
で
は
鈴

木
幸
彦
診
療
教
授
が
中
心
と
な

り
 1
網
膜
細
静
脈
へ
の
カ
ニ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
法
に
よ
る
微
小
血

管
内
治
療
法
を
ウ
サ
ギ
で
開
発

す
る
と
と
も
に
、
 2
増
殖
糖
尿

病
網
膜
症
と
網
膜
静
脈
閉
塞
症

で
硝
子
体
中
の
各
種
炎
症
性
サ

イ
ト
カ
イ
ン
濃
度
を
網
羅
的
に

解
析
し
、
両
疾
患
の
サ
イ
ト
カ

イ
ン
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
詳
細
に

報
告
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は

網
膜
剥
離
を
含
む
網
膜
硝
子
体

疾
患
に
お
け
る
酸
化
ス
ト
レ
ス

の
定
量
的
な
評
価
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
柱
と
し
て
、
竹

内
侯
雄
助
教
の
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス

の
眼
組
織
へ
の
作
用
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
は
角

膜
な
ど
の
上
皮
細
胞
を
保
護
す

る
一
方
で
、
結
膜
下
の
線
維
芽

細
胞
や
血
管
内
皮
細
胞
な
ど
の

間
葉
系
細
胞
の
増
殖
を
抑
制
す

る
こ
と
か
ら
、
緑
内
障
手
術
後

の
瘢
痕
抑
制
や
そ
の
他
の
増
殖

性
疾
患
に
効
果
が
あ
る
の
で
は

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
効
果

に
つ
い
て
は
二
〇
一
四
年
に
特

許
が
認
め
ら
れ
、
今
後
の
臨
床

応
用
の
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。

　

以
上
、
眼
科
学
教
室
の
最
近

の
活
動
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
何
か
興
味
の
あ
る

点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
今

後
の
発
展
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
お
問
い
合
わ
せ
願

い
ま
す
。
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第
四
回
目
は
、岩
木
山
界
隈（
旧

岩
木
町
）
へ
足
を
運
び
ま
す
。
岩

木
山
神
社
へ
の
参
詣
で
あ
る
百
沢

街
道（
現
、県
道
三
号
弘
前
岳
鰺
ヶ

沢
線
の
一
部
）
周
辺
に
は
、
珠
玉

の
温
泉
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
観
光
協
会
に
よ
る
と
岩

木
山
十
大
温
泉
と
さ
れ
て
お
り
、

全
て
が
素
晴
ら
し
い
温
泉
で
す
。

　

百
沢
温
泉
（
第
十
二
湯
：
弘
前

市
百
沢
）
は
、
津
軽
国
一
宮
岩
木

山
神
社
前
に
温
泉
街
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
源
泉
が
あ

る
た
め
、
各
施
設
で
独
特
の
湯
が

楽
し
め
ま
す
。
温
泉
街
奥
手
の
㈱

百
沢
温
泉
（
二
十
二
時
迄
）
は
、

薄
緑
褐
色
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
‐
塩
化

物
・
炭
酸
水
素
塩
泉
が
多
量
に
浴

槽
に
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
様
は
豪

快
そ
の
も
の
で
、
岩
木
の
豊
富
な

湯
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
国
民
宿

舎
ア
ソ
ベ
野
の
森
い
わ
き
荘
は
、

規
模
も
大
き
く
男
女
別
露
天
風
呂

ま
で
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
桜
温
泉
（
第
十
三
湯
：
弘
前
市

賀
田
：
二
十
二
時
迄
）
は
、

旧
岩
木
町
の
中
心
に
位
置

し
、
医
学
部
か
ら
も
気
軽
に

足
を
運
べ
る
距
離
に
あ
り
ま

す
。
広
々
と
し
た
木
製
の
浴

槽
か
ら
滔
々
と
薄
褐
色
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
‐
塩
化
物
・
炭
酸

水
素
塩
泉
の
湯
が
溢
れ
て
お

り
、
疲
れ
を
ゆ
っ
た
り
と
癒

し
て
く
れ
る
雰
囲
気
が
あ
り

ま
す
。
温
め
の
湯
が
好
み
の

方
に
は
、
円
形
の
露
天
風
呂

が
控
え
て
い
ま
す
。

　

あ
た
ご
温
泉
（
第
十
四

湯
：
弘
前
市
愛
宕
山
下
：
二

十
二
時
迄
）
は
、
そ
の
名
の

通
り
津
軽
一
代
様
「
辰
・
巳
」

愛
宕
様
（
橋
雲
寺
）
の
近
く

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
た
豊

富
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
‐
塩
化

物
・
炭
酸
水
素
塩
泉
の
湯
が

カ
ラ
ン
の
所
ま
で
流
れ
て
き

て
い
ま
す
。
浴
槽
奥
の
大
き

な
水
風
呂
（
温
め
の
湯
）
と

交
互
に
入
る
の
が
「
あ
た
ご
流
」

ら
し
い
。

　

新
岡
温
泉
（
第
十
五
湯
：
弘
前

市
新
岡
荻
流
：
二
十
時
頃
迄
）は
、

旧
岩
木
町
新
岡
地
区
の
渋
い
銭
湯

で
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
‐
塩
化
物
・

炭
酸
水
素
塩
泉
に
モ
ー
ル
臭
が
加

わ
り
、
成
分
の
濃
さ
が
う
か
が
え

る
湯
で
す
。
湯
守
が
そ
れ
な
り
の

お
年
の
方
で
、
あ
る
日
は
早
め
の

閉
湯
で
あ
っ
た
が
、
快
い
「
ゆ
っ

く
り
浴
び
て
お
い
で
」
の
言
葉
に

甘
え
閉
湯
間
際
に
至
福
の
湯
を
堪

能
で
き
ま
し
た
。

　

湯
段
温
泉
（
第
十
六
湯
：
弘
前

市
湯
段
）
は
、
独
特
の
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ナ
ト
リ
ウ

ム
‐
塩
化
物
・
炭
酸
水
素
塩
泉
で

す
。
歴
史
あ
る
小
さ
な
温
泉
街
を

形
成
し
て
お
り
、
そ
の
中
央
に
は

か
つ
て
共
同
浴
場
も
あ
っ
た
と
か

（
写
真
：
ゆ
だ
ん
の
宿
）。
本
邦
で

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
塩

化
物
泉
は
と
て
も
貴
重
な
の
で
す

が
、
湯
守
の
高
齢
化
は
こ
の
地
に

も
及
ん
で
お
り
、
立
ち
寄
り
湯
の

み
の
旅
館
や
閉
館
も
あ
り
、
愁
い

惜
し
ま
れ
ま
す
。

　

繰
り
返
し
で
す
が
、
岩
木
山
十

大
温
泉
は
い
ず
れ
も
風
情
の
あ
る

湯
で
、
今
回
紹
介
で
き
な
か
っ
た

珠
玉
の
温
泉
も
ぜ
ひ
巡
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

④

百
沢
温
泉

桜
温
泉

あ
た
ご
温
泉

新
岡
温
泉

湯
段
温
泉

鬼　

島　
　
　

宏

（
病
理
生
命
科
学
講
座
・
教
授
）

岩木山十大温泉：岩木山観光協会ホームページより
嶽 温 泉 郷 百 沢 温 泉 郷 羽 黒 温 泉 郷 湯 段 温 泉 郷 新 岡 温 泉
三 本 柳 温 泉 北 小 苑 温 泉 桜 温 泉 あ た ご 温 泉 五 代 温 泉

黒石温泉郷十湯（浅瀬石川沿い）：黒石温泉郷ホームページより
温 湯 温 泉 板 留 温 泉 落 合 温 泉 二庄内温泉（閉館） 要（要目）温泉：閉館
古蔵（古倉）温泉：閉館 沖浦温泉：閉館 青 荷 温 泉 切 明 温 泉 温川温泉：閉館

この他にも興味深い屈指の湯が知られている
日本三秘湯＝谷地温泉（青森） 湯の平温泉（新潟） 東温泉（トカラ列島鬼界ヶ島）
日本三大秘湯＝ニセコ薬師温泉（北海道） 谷 地 温 泉（ 青 森 ） 祖谷温泉（徳島）
奥 州 三 明 泉 奥 州 三 高 湯 庄 内 三 名 湯 米 沢 八 湯 置賜秘湯八湯

診
療
教
授
等
新
規
称
号
付
与
者

臨
床
教
授

丹
代　

諭
（
大
館
市
立
総
合
病
院　

小
児
科
部
長　

救
急
室
長
）

　
（
27
・
1
・
1
～
29
・
12
・
31
）

●
大
学
院
医
学
研
究
科

配
置
変
更
（
26
・
12
・
1
）

　
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

教
授

　

奥
村　

謙

　
〈
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座
〉

　
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

准
教
授

　

長
内　

智
宏

　
〈
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座
〉

　
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

講
師

　

富
田　

泰
史

　
〈
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座
〉

　
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
教

　

山
田　

雅
大

　
〈
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座
〉

　
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
教

　

藤
井　

裕
子

　
〈
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座
〉

　
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
教

　

藤
田　

雄

　
〈
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座
〉

　
呼
吸
器
内
科
学
講
座　

助
教

　

中
村　

邦
彦

　
〈
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座
〉

　
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
手

　

佐
々
木　

憲
一

　
〈
循
環
呼
吸
腎
臓
内
科
学
講
座
〉

　
総
合
診
療
医
学
講
座　

教
授

　

加
藤　

博
之

　
〈
総
合
医
学
教
育
学
講
座
〉

　
総
合
診
療
医
学
講
座　

講
師

　

松
谷　

秀
哉

　
〈
総
合
医
学
教
育
学
講
座
〉

辞
職
（
26
・
12
・
31
）

　
消
化
器
外
科
学
講
座　

助
教

　

木
村　

昭
利

　
〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

配
置
換
（
27
・
1
・
1
）

　
消
化
器
外
科
学
講
座　

助
教

　

室
谷　

隆
裕

　
〈
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
教
〉

　
救
急
・
災
害
医
学
講
座　

助
教

　

田
中　

寿
志

　
〈
循
環
器
内
科
，呼
吸
器
内
科
，腎
臓
内
科　

助
教
〉

採
用
（
27
・
2
・
1
）

　
分
子
病
態
病
理
学
講
座　

助
手

　

板
橋　

智
映
子
〈
医
員
〉

辞
職
（
27
・
2
・
28
）

　
消
化
器
外
科
学
講
座　

講
師

　

小
山　

基
〈
柏
厚
生
総
合
病
院
〉

　
眼
科
学
講
座　

助
手

　

陳
内　

嘉
浩

　
〈
一
般
財
団
法
人　

三
友
堂
病
院
〉

後援会のご案内
会長　石戸谷　忻　一

　弘前大学後援会では、学生の学業、課外活動への助成、
学生の進路指導に必要な助成等学生生活の多岐にわたる
分野の助成を行っております。つきましては、何卒本会
の趣旨に御賛同頂きまして、各位の格別の御高配、御支
援を賜りますよう、切にお願い申し上げます。
　なお、入会方法等の詳細については、弘前大学総務部
広報・国際課（Tel：0172-39-3012、E-mail：jm3012@
hirosaki-u.ac.jp）までご連絡いただくか、弘前大学後援
会ホームページ（http://www.hirosaki-u.ac.jp/kouen/
index.html）をご覧ください。

弘前大学

　

昨
今
の
新
聞
記
事
を
眺
め
て

い
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
国
に
よ
る

人
質
殺
害
、
川
崎
の
中
学
一
年

生
の
殺
害
な
ど
残
虐
な
事
件
、

医
療
分
野
に
お
い
て
も
腹
腔
鏡

手
術
後
の
死
亡
事
故
な
ど
暗
い

話
題
ば
か
り
で
す
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
を
掲
げ
る
安
倍
政
権
は
、

経
済
成
果
を
強
調
す
る
も
の
の

地
方
で
の
恩
恵
は
乏
し
く
、
平

和
を
願
う
戦
後
七
十
年
の
節
目

の
年
で
あ
り
な
が
ら
集
団
的
自

衛
権
行
使
の
た
め
の
法
改
正
を

画
策
す
る
な
ど
不
安
は
募
る
ば

か
り
で
す
。
翻
っ
て
医
学
部
ウ

オ
ー
カ
ー
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
第
一
面
を
飾
る
Ｃ
Ｏ
Ｉ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト
の
開

催
、
山
田
勝
也
先
生
の
蛍
光
ブ

ド
ウ
糖
に
関
す
る
国
内
外
で
の

特
許
取
得
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
で
、
弘
前
大
学
の
一
員
と
し

て
非
常
に
嬉
し
い
ば
か
り
で

●
附
属
病
院

辞
職
（
26
・
12
・
31
）

　
集
中
治
療
部　

助
手

　

二
階　

春
香

　
〈
消
化
器
外
科
，乳
腺
外
科
，甲
状
腺
外
科
・
医
員
〉

採
用
（
27
・
1
・
1
）

　
集
中
治
療
部　

助
手

　

須
藤　

亜
希
子

　
〈
消
化
器
外
科
，乳
腺
外
科
，甲
状
腺
外
科　

医
員
〉

採
用
（
27
・
1
・
1
）

　
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
手

　

岡
野　

健
介

　
〈
消
化
器
外
科
，
乳
腺
外
科
，
甲
状
腺
外
科
・
医
員
〉

配
置
換
（
27
・
1
・
1
）

　
循
環
器
内
科
，
呼
吸
器
内
科
，
腎
臓
内
科　

助
教

　

伊
藤　

太
平

　
〈
救
急
・
災
害
医
学
講
座 

助
教
〉

配
置
変
更
（
27
・
1
・
1
）

　
泌
尿
器
科　

助
手

　

三
上　

穣
太
郎
〈
集
中
治
療
部
〉

　
集
中
治
療
部　

助
手

　

岩
村　

大
径
〈
泌
尿
器
科
〉

辞
職
（
27
・
1
・
15
）

　
放
射
線
科　

講
師

　

澁
谷　

剛
一

　
〈
青
森
県
立
中
央
病
院
〉

採
用
（
27
・
2
・
1
）

　
眼
科　

助
手

　

田
名
部　

玲
子
〈
医
員
〉

24 公益

公益社団法人　青森医学振興会

す
。
弘
前
発
の
研
究
や
新
技
術

が
日
本
国
内
ま
た
国
外
に
お
い

て
医
療
分
野
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル

ー
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
地
方
に

あ
る
弘
前
大
学
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
相
も
変
わ
ら
ず
厳
し
い

と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。
留
学
報
告
記
に
も
あ
る

Christopher Reeve

の
言
葉

「So m
any of our dream

s at 
first seem

 im
possible, then 

they seem
 im

probable, and 
then, w

hen w
e sum

m
on the 

w
ill, they soon becom

e 
inevitable

」
を
信
じ
、
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
石
橋　

記
）


